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　（饒覆シアにお謬るrウェーバー・ルネサンスiの璽献一ウェーバー麟究の
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マックス・ウェーバーとロシア（3／（小島定｝

　けるウェーバー新羅i建のr醗藝孝」

（2）悪獣のウェーバー新醗窪の受容と擾凝

（3〉ウェーバー遷講と雛シアの諸思想との薪薄審∫

（4）現代遷義絶会学史におけるウェーバー

6　現代ロシアのウェーバー贋究の動露／i）　概観

　「ロシアにおけるウェーバー涯という難題設定のもとで、われわれはこれま

で、ウェーバーがロシアで受容された二つの時期があったことを確認した。第

一に、すでに帝敢蟻にウェーバーと後の講時代の繋シアの嚢霞主義的な学者や

インテジゲンツィアとの闘に、それぞれ一定の思想的な内容を辞う、直接間接

の交流があったという事実、と矯わけウェーバーの欝蕊年冒シア革命論への一

定の「反響とセルゲイ・ブルが門コフによる新プロテスタンティズムと資本

主義の精神遷への着霞があったということ（本稿繕の3、遵を参窯〉。第二に、

ソヴェト時代に入った欝欝年代の半ば墳に、西歓古代・申量受醗究の分野で、

歴史学の方法譲をめぐってウェーバーの遷念型擾念をr歴史分断の具俸的馬具嵯

≧して一マルクスの史的唯勅諭を聴完まするものと評無しつつ　　匿受容達

しようという試みがあったということ（A・賛ボネウスィーヒンのウェーバー

硬究、本稿麟の5参懇）。しかしながら、帝政期からソヴェト時代初蟻に見られ

だこうしたウェーバーへの罷心も、i§30年代以降は、教条的なボ夢シェヴィズム

の専一的イデオロギー支醍とスタージン主義的な学鵜擁窪の下で完全に窒息せ

しめられ、以後およそ半鍵紀にわたってソヴェト・窪シアには、ウェーバーの

学匿1的遺産に立ち入った本格的な醗究はついに愛れること購無かった｛警。しか

しながら、このウェーバー硬究を撫漉してきたソ連歓会主義体麟が嶺壊し、冒

シアが新たに再資本主義化の道を選探した後の今霞．われわれは、新たにウェ

ーバーヘの強い縫心とウェーバー醸究の大きなうね静が腿シアに生じている事

実に鑑鬱しないわ垂ナにはいかない。ウェーバーの名前が、学術的な専穆雑誌の

みならず、一般読者を想定した雑誌や新鹿に頻繁に登場するようになったのも、
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行致後会譲葉　第鴛巻　第2畢

ペレスト冒イカの時麹、ほぼ姫鱒年を前後する頃であった。ときに緯シア

におけるウェーバー・ルネサンスまとも辱ばれるこの翼象は、ロシアにおける

ウェーバー硬究吏というわれわれの枠纏みから見れば、ヂ第三番馨の三大きな

波をなすものといってよいであろう。しかも、これは再資本主義化と学翼の套

露化という、ロシア史においてはまったく新しい条件（寧シアのヂ文化的潔蟹嚢

のもとで生じた、「新たなま内容を有するウェーバー蘇究の登場でもある。果

たして、今なぜPシアでウェーバーが鷺題になるのか・ウェーバーは現代βシ

アでどのように受け産められているか、またそのウェーバー磯究にはどんな特

徴麟見られるか、以下本稿では現代ロシアのウェーバー講究の動向を探ってみ

ることにしよう鋤。

　（i〉ウェーバー著作集の飛行とウェーバー醗究のモノグラフ

　まずはじめに、現代舜シアのウェーバー醸究の状溌を、外灘から眺めてみよ

う。第一に、欝9§年代に入って、ウェーバーの主要な修晶を鞍めた二つの著作

集が構次いで公羅された、という事実を指摘しておかなければならない。これ

によってロシアではじめて、一般読者がウェーバーの主要な著作に直に触れる

ことが鐵来るようになったといえよう。①ig鱒年に刊行された罫ウェーバー

著作集誰（Ma細8e6餓，∫脅吻研耀2解傭3紹δ朗醗，蹴筋M．聾」　毬照磁，A・串・

串顯懸欝溢鷺頁．鰹．Fa撫ε難倉，COCT．o巻繊、緯笈．轟。嬢εc護．緯、｝｛．員a盤殿脇農麓

鞠e灘轟．翼．簸．F撫ε㈱，M．，欝欝、〉と、②雄望洋に鷺行された匿マックス・ウ

ェーバー選集・縫会像垂（M鑛。　Be6e夢，傭吻翻鱒8，（）硬磁。徽ε錐θα，琵ε動琶

鍵．潅灘麟，A．B．壷撫a勲鎌睦。．B．K鐙雛欝麟，OT8、暉湘CGCTヌ葱

硬潤e舞，C．舞、漁泌膿装涯．丁．擁獺も畷麟，M。，欝9嵐〉がそれである。これら

二つの著搾集に駿録されたウェーバーの維贔については、すでに本稿轡の2「ウ

ェーバーの著搾のロシア語訳について涯の章（本誌第鴛巻第3暑、露5一蔦6ペ

ージ）で紹介したことがあるが、いまロシアではウェーバーの搾品のなかのどん

な著作が漉馨されているかを飼うことも鐡来るので、あらためて紹介しておこう・
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マックス・ウェーバーと資シア麟（小轟定〉

①罫ウェーバー著俸集露（i鱒§年）の目次

　　序文　ぺ・ぺ・ガイデンコ「マックス・ウェーバーの桂会学」

　　第一部

　　　r宗教縫会学論集・序叢ま

　　　「プPテスタンティズムの倫理と資本主義の精神達

　　　「プ冒テスタンティズムの諸教濠と資本主義の精神ま

　　　「宗教的愛僅擢否の諸段欝と諸方肉の蓮論ま（菱量雰宗教の経済倫遷・

　　　　中開考察ま）

　　第二部

　　　f歓会科学および祇会政策的認識における『客観性動

　　　「文化科学の論瑳学の頷籔における撰覇的醗究ま

　　　「遷解被会学における若干のカテゴ夢一についてま

　　　縫会学および経済学における罫極値蜜虫垂の意練達

　　　罫縫会学の基礎機念」

　　第三部

　　　「職業としての致給嵯

　　　罫職業としての学識

　　駿文　ユ・エヌ・ダヴィードフ曙重葬豫雲と合還性の諸類型（マック

　　　　　ス・ウェーバー緩会学の選産醗究における新しいアプ賞一チ〉ま

　　注釈（ア・ア・フィ夢ポフ〉

②『マックス・ウェーバー選集・麺会像書（聾鱗年〉の叡録搾品

　　「宗教的現量極否の諸段躇と諸方鶴の遅論（中間考察／

　　「黛鼻宗教の経済論遷・序論∫

　　新宗教歓会学」（宗教的ゲマインシャフトの諸類型〉

　　嚇翻
　　ギ古代文化没落の後会鵜原蝕

　　「音楽の合蓬的、縫会学的基軸（音楽縫会学〉
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行政後会論集　第鴛養　第2暑

　　　＜付録〉

　　　カール・ヤスパース罫マックス・ウェーバーへの追悼講演ま（欝2§・7・

　　　　　玉7、ハイデルベルク）

　　　ラインハルト・ベンディクスrマックス・ウェーバーの社会像雲（鴛6§）

　　　　　（抄訳）

　　　アレクサンドル・ネウスィーヒンゼマックス・ウェーバーの『経験社会

　　　　　学書と麗史学の論遅」（鴛2の、Fマックス・ウェーバーの鮭会学的

　　　　　薬毒醗究」（ig23）

　離者の著棒集①慧、今蔭のウェーバー醗究の代表者であるダヴィードフと、

戦後もっともはやい時期にウェーバーに着繁した哲学者ピャーマ・ガイデンコ、

この二人の編集になるものである（ちなみに稜らは夫婦である〉。そして、ご

覧の通鯵、これにはかイデンコ解序文罫マックス・ウェーバーの歓会字並と題

する譲文を、また駿文としてダヴィードフが鐸盤雰像毒と合理性の諸類型ま

という重要な譲文を寄せている。また、②の著作集は・西欧の近代縫会科学基

本文献の翻課シ夢一ズ、ユサスト猷飯社のr文紀の蜘シリーズの一瞬として

難行されたものであるが、その編集者には、ネウスィーヒンの弟子である中量

史学者ミー夢スカヤが名を連ねている事実も、ここで捲撫しておいてよいで

あろう．本書には、ご覧の逓む、付録として、ヤスパースのウェーバー追悼論

文、ベンディクスの「ウェーバー　　その知的肖像達（抄訳〉と鍾んで、ネウ

スィーヒンの2奉の論文が鞍録されている．そうした隣孫もあって、ミー墾ス

カヤが、本書の纏葉者に換わったのであろう。ちなみに愛在、彼女は、2G年代

のペトルシェフスキーとその簡題縫趨を継承したネウスィーヒンの西洋古代・

中量史羅究の再評無とその復権に意欲を燃やしている（3｝。

　さらに、この二つの著作集の羅行に聡達して、ここでとくに言っておかなけ

ればならないことは、その翻訳者についてである．たとえば、著難集①の第一

蔀を構成するウェーバーの罫宗教縫会学譲葉曇勝叡の諸譲文（r宗教歓会学識

集・序書ま、「プβテスタンティズムの倫理と資本主義の精神∫ヂプロテスタン
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マックス・ウェーバーと箪シア鋤（小島定）

ティズムの諸教派と資本主義の精神戸宗教的理盤捲否の諸段階と諸方喬の理

論蚕〉及び第二葉の、いわゆるぎ学問論集薯較録の諸譲文（羅会科学および縫会

政策的認識の影客観牲動ζ文化科学の譲建学の領域における幾覇的羅究雄曖解

縫会学における若干のカテゴリーについてμ続会学および経済学における『無

縫嚢戯の意練達罫後会学の基礎概念茎〉、そして著作集⑫ではヂ宗教社会学ま及

び邸濃論、これらはいずれもまた、ネウスィーヒンの教え子であったエム・

イ・レーヴィナ（彼女はイニオン罎｛猟）麹こ翫属する翻訳の専絹家）の手にな

るものである暢。この二つの著作集の過半を霞めるウェーバーの主要論文の翻

訳は、前編轡でもすこし触れたように（本誌、第驚巻第3畢、i63－i64ページ〉

綾女がig鴇年代のはじめに手がけた訳業をもとにしたものである．そして、じ

つは、ほぼこれを前後する時類、総年代宋一簿年代の時期麟、今饗のウェーバ

ーヂ新羅究ま（Pシアのウェーバー麟究のダ第三幾まということが罎来る〉の

罫醗酵まの時であったということである。このことについては、次章で溺途詳

しく触れることになろう侮。

　こうした翻款事構に丘馨すると、ネウスィーヒンがig2§年代にウェーバーの

宗教歓会学論集、とくに夢プβテスタンティズムと資本主義の精神」の翻譲を

企緩した、あの遺志は⑥弟子たちの手に受け継がれ、ほぼ半盤紀という長い

難問を経てようやく嚢の霞を見たということもできる、また見方を変えて言え

ば、ロシアのウェーバー硬究はソヴェト体講下で謄3§年代以降綿業鍵紀にわた

って率駈を余儀なくされたとはいえ、一「外翻の者まの鰻には必ずしも見え

ない形ではあったが一こうして臆2§年代のウェーバー醗究に発する渡れ賦

地下水賑として今馨のウェーバー醗究の大きなうね善につな潜っている．とい

えるのかもしれ，ない．

　にもかかわらず、今嚢のロシアで見られるウェーバー藩究の本流は、瞬らか

に2§年代のネウスィーヒンの硬究とは窮れてお移、まったく新たな羅題鵠さか

ら鐡発していることも、やはり確かな事実である．そのことについては、後輪

で詳しく触れたいと思うが、いずれにせよ、鱒年代前業に新たに霧行されたこ
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行政縫会議集　第盤巻　第2号

の二つの臓シア語訳の鷲行が、翼代狂シアの新しいウェーバー硬究の発展を大

いに促進した要霞の一つとなったことは、いいえて誤瞬の無い辮である。堤在、

ロシアで発表されているウェーバーに関する論文はすべて、参黙すべきウェー

バー譲文のテキストとして、この二つの蓑作集に負うているからである。

　さらに最近になって現れたウェーバーの著艀の醸談について、もう一一点付け

簾えておかねばならない、これは、本稿韓でfウェーバーの著窪のβシア語誤達

（本誌、第欝巻第3号、i磁一驚2ページ）を紹介した後になって羅行されたも

のであるぶ、欝総年のウェーバー・ロシア革命論の第一論文、繰シアにおけ

る常民的浅主主義の状態」の新設の飛行である。クスタリョーフによって欝98

年に干彗行された、M緻cBe6e夢，冠e（｝c鷺懸盤緯6yき｝擢ぎ33縫磁灘巌。蹄欝灘舞登Gcc羅，

薩e脚．A．欝。↑鐙e欝a：《ρ。c‘鉱0雌醒飛躍鰯纏御柳ε燃麗δ傭》，醸野

0碁，M．，鎗98，c．5｛2玉．がそれである。これは、これよ参少し前に、雑誌

ρン6ε駕窪，工997，鰍疑5，　6，　7，　8／9，i〔1ノ琵，i§98．鍬鍍にも掲載されたも

のである．この懇談は、ウェーバーの膨大な原注の重要なものも駿録してお

吟、全訳に近いものとなっている。これによって環シアの表書雰も、ようや

くにして、ウェーバー・ロシア革命論の大凡の輪郭を実礫に撮むことか欝来

るようになった。しかし、ロシア革命論の第二論文の方は、まだ麹談は鐵て

いない。

　さて、90年代に入って櫻次いで二つのウェーバー著馨集が翻譲藩行された事

実と蜷んで、もう一つ、現代障シアの硬究状浸を撰むてがかりとして、これま

で冒シアで稀行された、ないしは糧シア人醗究者の手になる、ウェーバー醗究

のモノグラフの婆ストを挙げてみることにしたい。なお、モノグラフ以外の、

紀要や雑誌に掲載された多くの諸論文については、後輪で濤シアにおけるウェ

ーバーヘの関心の翫在を整理する鋳に、詳しく紹介することにするので、ここ

ではしばし、モノグラフだけに、しかもウェーバーそのものを蓬癒から撮った

ものだけに嘱聲足する．これ・までのわれわれの講査では、以下のものが見越され・

る。
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マックス・ウェーバーと資シア繕（小島定〉

①ゲ・コルフゼウェーバーとマルターゼの文化理譲の概講垂（ドイツ語から

　の翻訳〉（F．Ko紳，梅灘麗紹鷹ε罐磁姻細蟹β舞醒．β268灘夏£ゆ6即耀

　．耀妙耀3ε，醗費．c経e擁．3．B．F師涯偲磁，醜，ig75．〉

②ゲ・フォーチェフ『デュルケーム、パレート、ウェーバーに麗する縫会学

　理論垂（F．動鷲g，Co解。瀞躍紹ε縫ε鷹。鐸麗綴ε．ノ緬郵醗，8．磁御欝。

　麗離．8ε6紹，M．，i§79．〉

⑧ジョン・ルイスぎマックス・ウェーバーの縫会学諸概念に講ずるマルクス

　主義の撰1霧遷（英語からの翻款）（逸難翫恥懸C，遷囎κ躍躍猟醗研醗灘σ

　ω灘σ鱒躍紹‘κ繊　総綴ε繊露　離齪ご彦　8e6紗窪，　實e夢．鼓欝鼠隠颪弄瓦錘。

　曜｝ε躍C」…o畷e鱗A．r．3灘）a8｛難も蓄。譲織豊，擁．，i98L〉

④イェ・イ・オジガーノフ『ウェーバーの政治遷譲　撰肇1的分析遜（婁．縫．

　C譲欝喚｝董｛）霧，　　ノヌヒ｝濯葺漉蕊翠8‘κ腐霧　　鷹80ρ産児　　蝿亙　　βε6ε浮α㌧　線濯趨ε醒θ‘麗観1　｛輩理α謬鑓3，

　P欝霧，ig86．／

．⑤ヴrぺ・マカレンコ糖蔀、権九官僚瓢ウェーバー娃会学の数獺

　（B．鷺．M懸縛e賢難，βε舞，召詔‘燐む彦6船脚棚農罵観，κ遡灘齪αω蝦槻02灘

　、擁．8ε6鐸，阪翻離．鴎鋪○欝鐙．y獣a，i§8魯．）

⑥べ・ぺ・ガィデンコ、ユ・エヌ・ダヴィードフゼ麗隻と合理性一マック

　ス・ウェーバーの桂会学とウェーーバーワレネサンス丞（蟹．嚢．　Fa雛e賛総，

　艮）．蓑．∫睡搬総，翫耀砂醗だρ磯欝鐸磁醗。躍む，ω灘θ」鐙2齪説＆68舞麗

　8e6ε脚8‘繊塵鯉磁oc齪ε，M．，iggi．／

⑦ア・イ・パートルシェフrウェーバーの幾魔徳化した繊鼻垂（A鷲恥堺一

　贈駐，ρα侃。葦δひ灘纏麗離解離．8ε68灘，M．，ig92、〉

⑧ぺ・ぺ・だイデンコ、ユ・エヌ・ダヴ冶一ドフ鞭シアと西洋人蝦黙a搬a

　P．Ga重｛重8簸ko，」簸ぎ舞　N．Davy｛垂ov，R舘β裁薙だ麗搾づ　既s麺隆　飽濯認麓㎎i87

　離礁稀セ8ε難梅γ裏εs無難9ε露19窪～，S銭無tセa鷺夢ig§5．）

⑨論集謬マックス・ウェーバーの教護蕃（欝弱年6灘報モスクワ市教育大

　学で行われたシンポジウムの記録〉（勤む鰭躍α総β＆68βα，携r昌y，醜，
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　　i鱒5．〉

⑱エム・ヴェ・マスロフスキー罫マックス・ウェーバーの官僚麟論と窺代政

　　治縫会学凄（M、B．梅盤。駐。鰭糞，　距繕醗　6解齪解離齪　離θκ醒8ε6鎌鉱

　　o欝解鷲纏齪鱒澱灘紹εκ醗εβ蝦。鱒3醗，撫激翻｝総欝欝倉最，建97．〉

㊨ア・イ・クラフチェン葺郵マックス・ウェーバーの縫会学　　労働と経済藷

　　（λ．縫．晦欝聡欝欝，εo繹。憩2観遷齪躍8ε6ゆ窺，7麹δ麗3κo鐸醗齪君，蟻・，

　　工997．）

　⑫エヌ・エヌ・ザルービナゼ経済発展の詮会文化的諸要馨1ウェーバーと褒

　　代的近代イヒ論蓋　（暮．慧．　3舞｝y｛惣｝至3，　C｛㌶韓。κyノ繕醒．》愛鐸撹ε　夢α駕鷹。β麗　xo3驚彦‘灘一

　　θ8醗020即38㈱醗㍊耀、Bε6夢　麗。θ鋸慨ε纏紹　耀謬麗㍑麗磨砂耀灘雌亀

　　cぎ賑，圭998．）

　⑬ユ・エヌ・ダヴィードフζマックス・ウェーバrと麗代遜譲縫会学　　ウェ

　　ーバー縫会学護のアクチュアルな諸麗題妻（欝．鉱員露継総，薄齪‘8ε6留

　　麗　ω紹農惚競齪　鷹8卿醗纏εc耀窟　εo難燃。ε醗，　直κ鷹夕御跨線8　躍即廊躍碗

　　ご・脚辮齪むκ・2艀糟理窟，M．，ig98．／｛7｝

　ご覧の通参、ウェーバーそのものを扱ったモノグラフは．数から害えば、舗

えば我が醒め膨大な醗究書の数とは箆較にならないほどわずかなものであ甑

その点から見ても資シアでは本格的なウェーバー醗究は今やっと始まったばか

管の毅階だともいえそうである。

　さて、上記の群ストから飼が見えてくるであろうか。第一に、①から⑤までの

ものは、鷺行年次からいって、ペレストロイカ麗始前の破究であって、いずれも

表題に罫ウェーバー幾讐蛋と銘打っているのが特徴的である。姫鱒年漿までの蔭

ソ連では、こういう形でしかウェーバー醗究は遷れなかったし、また醗究の発表

も許されなかったのである。そして、これまた周知の藤であるが、際ソ連では

rブルジョア科学競糠という独特な紅ディスツィプ夢ン3摂成立していて、外

羅語のよくできる人たちが、それぞれの分野で西歓の諸理論やまた最新の諸暴究

の罫翫鵯まに往事していたのであった。そして、いわば「文化的鎖騒状温にあ
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つた縫ソ連詩代には、こうした「ブルジョア科学読響1遜という形を通じて、西歓

の現代諸悪懇や諸理論がソ連桂会に紹介され、人々はこれを通じてウェーバー蓬

譲を畷鞍していたのである。しかし、ほぼ欝欝年以降、「グラースノスチ」の満

薩闘花によって、公式イデオ舜ギーにとらわれない甕鑛な醗究への遵が講参醗か

れるようにな疹、とくにソ連共産党の麟簸後、検露麟度が基本的に廃止されてか

らは一転して、ウェーバー醗究でも、文字どお警堰を舞ったように、ウェーバー

に野意的な姿勢を示す諸論文潜続々と発表されるようになる。⑥以下の著作は、

さしあた物言うならば、こうしたヂウェーバー解禁」の漸産を示すものでもある。

　ダウェーバー解禁ま以前と以後とでは、織工ーバー幾料達からウェーバー選

論の聴定的な受容∫へと、ウェーーバー礒究の傾向にも大きな転換ぶ見られるこ

とは確かなことであるが、しかし、その場合でも、鉱記のような絵ソ連時代の

特殊な学問事椿からいって、われわれがとくに心得ておかな妙ればならないこ

とがあるように思う。その点について、すこしく懸れておきた》㌔これは上記

のモノグラフのみならず、その纏以下に紹介する諸i論文を読んでみるとわかる

ことであるが、もとよ滲、ソ連解体以降鑓。版されたものがすべて覆シアのウェ

ーバーr新藩究まといえるかどうかは驚のことがらであ甑また逆に、それ以

直鱗こ鷺行された著作ないし、ここに挙げてはいない雑誌論文でも、たとえ「ブ

ルジ灘ア科学擾覇」あるいはrウェーバー翫覇iと銘打っていたとしても・そ

の中には、今鎌こつながるr新しいオ内容の醸究がはらまれている場合もない

とはいえないということである（では募ったい「新しい内容」とは何であるか、

これがすぐに瞬題になるであろうが、これ・は本章のテーマそのものに関わるか

ら、行論の中で瞬らか1こすることとして、この点はいましばらく諾いたまま・

議譲を進めることにする）．ここでの開題はとくにペレストPイカ以前の醗究

についてである．

　すでにペレストロイカが始まる根当以前の時難から（琵確にいつの時点から

かと闘われても、確かなことを言うことは崖棄ないが〉・アカデミックな鍵界

に身を置く真摯な学者やインチ夢ゲンツィアの中には、窮密な「異論諏達でな
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くとも、r公式イデオロギーまに麟して一各人において程度の差はあれ心

すでに一定の鋲離をおいていた人々も少なくはなかったことは、それはそれ

として知られた事実であろう。そして、そういう人たちのなかには、f膏化し

た達公式イデオ買ギーに抗しつつ、罫ブルジ叢ア科学幾糊という衣を着けな

がら、西欧の諸悪想の鏡鞍的な「受容誰に努めた人も少なからずいたのであ

る、そして、そうした人々の仕事を通じて、それこそ「主誌的な達観究（禮国

の瞬題を自己の醗究の基、嶽にしっかりと据えたうえで、疑縛に現代量界にも共

通する問題に鰻をや移ながら、その中でみずからの硬究課題にアプローチする

という慧蝶での〉が深められていったことも、われわれは見遷してはなるまい．

われわれはいまでこそ、鍛ソ連時代の学者が書いたr結論的な叙違をもって、

墜ちに破らの本心から出た醗究のパースペクティヴだと判織してはならないこ

とをよく承知しているけれども、しかしながら、厳しい検麗の涯力のもと、公

式イデオロギーのr鎧達をかぶって仕事を進めなければならなかった（そうで

なければ、醗究機麗から敏逐されるか、そうでなくとも当該醗究を続けること

は鐵来なかったからである〉こうした「主鉢的なユ学者の藪事を、しっかりと

見分けることが撮来なかったことも確かなことである。われわれはギブルジョ

ア科学撹鞍3と言うだけで、もう襲にそれを真鰯に読まないこともしばしばだ

ったからである。

　しかし、ことはそれだけで終わらない。というのは、主体的な学者であれば、

披（あるいは破女／にとって、瞬代ブルジョア的諸遷講」へのr幾舞≦とい

うのは、ソヴェトの量論に蓉歓の現代蓬譲を細分するための戦備であっただけ

でなく、　　すでに公式イデオロギーとは異なる　　綾の罫本心」からでた

文字どおりの「幾覇達であったこともありうるからである．われわれは後論に

おいて、そうしたロシアの主棒的なウェーバー醗究者の一人、ユーづ一・ダヴ

ィードフのウエーバ～への接近の歩みを（それは「苦難」の道筋であったが）

詳しく紹介しようと、意うが、その披が磐顕していうには、rウェーバー解禁」

の2暮年以上も前、ブレジネフ時代の欝欝年代末から袴年代の半ばに、彼自身は
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すでにF公式イデオ實ギー」を姫否して、藩欧（彼の場合は主としてドイツ語

圏の）哲学や瑛代諾獲論への職料まを通じてウェーバー蓬論の駿駿に努めて

いたが、しかし、彼の嚢歓談遜譲への晒在的鏡鞍は、事椿を知らない外蟹

人にはもとより，「イソップの言葉まの愚昧に通じていた冒シア人観察者（ソ

ヴェト・インチ婆ゲンツィア）にとってさえ、それとして識幾することは難し

いことであった、という麟．公式イデオロギーの窪力のもとでおこなわれた、

紹介のための「翫凝議なのか、あるいは紹介と懸時に筆者の本心からの「蟹肇舞

なのかを、rイソップの言葉」をよく知っていた講者ですら識甥することが難

しかったと害うダヴィードフの発言から、われわれは当時ソヴェト・インチ婆

ゲンツィアが置かれたきわめて複雑な状濁に想いを到さないわけにはいかない。

　こうしたダヴィードフの酸からすれ’ば、これまでの霞ソ連時代のウェーバー

砺究壷に麗する西蝿の硬究には、一つの大きな欠臨があるということにもなる。

ペレスト・イ鋤糊始される以前の灘終、藤舞紛癖究都瀬ソ連時代のウェ

ーバー醗究の釈混を知る事が鐵来た数少な恥醗究の一つに、ヨハネス・ワイス

の著作、紬欝esWe絡，銚既地銀礁晒幡魏幽窺厳裏s臨朧1～ε2φ一

勧麓観だκ濡濡，Wes羅e滋。短r　Ver12g，i§8i．（本書の要約がJo絵漉es　We18，

0蹴魏臨でx量stRe£麟G登麟α織筋e・雛axWεbe郵訟狂aste搬彦蟹曜・

eδ．もyR．」、A蜘臨・3磁疑．羅．Glass灘簸，護晩δε溺灘餓」θ脚U譲v・

PreSS　G｛Ka鉱3s，ig8§，麹．R7－i3iにある〉があるが、本書濤体は」蕪縫会主

義蟻のウェーバー醗究を紹介した先駆的な藩究であるだけではなく・調査の行

きとどいたそれな鱗こ優れた醸究であって、本稿の筆者もこの醗究を始める段

購で大いに参考にさせてもらった著作である。しかしながら・このワイスの麟

究に嬉して、ダヴィードフは、それ嚢体としてはやんわ鯵とした表現を取撃な

がらも、しかしその実極めて手厳しい内容の窺辮を寄せている・ダヴィードフ

の言い方によれば、ワイスの醗究は、当鋳のソヴェト・インテリゲンツィアのお

かれたいわばrお家の事椿買Fa擁艶R警麟e溢擁ssel麟を十分蓬解していない、

というのである。ワイスの譲は、購ソ連学雰鈴「エスタブジッシュメント」の
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諸醗究にのみ議定されてお辱、それとは異質な、いわば［葬公式的な」ウェー

バー暴究の給動が　　一般の読者公衆の鰻に触れることは少なかったが一、

60年代末一謄年代の厳しい状浅の申にも始まっていたこと、このことに正当に

腹をむけていない、というのがダヴィードフの競舞するところであった。

　われわれはいま、ロシアのウェーバー醗究の第一人者が回醸する盛時のソヴ

ェト・インチ夢ゲンツィアの置かれた複雑な状覆、あるいは毅らの一時とし

て公式的イデオロギーとの混濁も無かったとはいえないであろう一複雑な心

性を十全に理解していると安易に善うべきではないであろうが、それでも、ダ

ヴィードフの遠懐をそれとして受け産めるならば、われわれもかれらの内懸の

選解に多少な辱とも近づけないわけではない‘猫．とくにウェーバーの場合は、

2倉年代末に罫ブルジョア史学ゴ攻撃の羅玉とされた事鋳もあ参、一般に籔ソ連

時代にはウェーバー醗究が直ちにrイデオβギ一間題≦と漣結させられる驚能

性が高かっただけに、この幾題では紅部外考量でしかないわれわれは、少なく

ともそうした彼らの騒擾した心性をとくと還解した上で、硬究史の総懸に取吟

緩まなくてはならないと思うのである〔矯．以上のように考えてくるならば、

今終晃られる弧シアにお謬るウェーバー醸究の高まり、短シアのウェーバー・

ルネサンス3と響ばれる堤象も、単純にペレストロイカと雲海化の結果である

といって済ますわけにはいかないのである．

　さて、上記のモノグラフのジストに戻ると、第二に、すぐわれわれの欝に飛

び込んでくるのは、今触れたユージー・ニコラーエヴィチ・ダヴィードフの名

前である（上謁のジストの⑥、⑧、⑬を参照／．破は、ここに挙げた露髄年以

降に繊版された3講のモノグラフのほかにも、以下に見るように、それ以前の

時蟻からウェーバーについて数多くの譲文を執筆しており、今馨の陵シアの

ウェーバー・ルネサンス」の本流に位置する中心人勃である。後の上記の三つ

の著作を講んでみると分かることであるが、ウェーバー愛解の深みという点で、

後の醗究は轟を被いているものがある。そればか穆か（これは後彎身の硬究歴

によって規定されている藪もあるが）、茜歎のウェーバー醗究にも通饒してい
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ることが、彼の醗究の大きな強みとなっていることも捲摘しておくべきだろう

（さしあた箏⑥はそれを示すものである〉。そして、綾はこうした西歓の諸婿究

にも学びながら（瞬時に晒在的なま幾覇を通して〉、また独嚢の挽角から、ウ

ェーバー歓会学を2§逡紀西欧の理論縫会学史の中に位置づける大きな著作を、最

近になって完成させた。⑬の著作がそれであるが、これは、現代蕪欧のウェーバ

ー醗究にも決して弓iけを取らない高恥水準の藩究であるように思う．それともう

一つ、彼のウェーバー醗究を大きく特綴づけているのは、侮といっても、灘シア

の歴史と現代のテーマに密養した開題からウェーバーの歓会学理論にアプ麗一チ

するという一貫した砺究態痩にある。そうした意鞍での、きわめて主体的な蘇究

態度が、破の修品に文字どお警睡シアに震有なウェーバー醗究まという麺露を

押す繕果ともなっているのである。したがって、鞍のウェーバー硬究のテーマ

は（少なくともその大きな一つは〉、本稿のテーマでもあるFウェーバーとロ

シアヨにぴたりと一致してくるわけである（⑧はこのテーマを葭接撮ったもの

である〉｛蟷。ダヴィードフのウェーバー醗究に晃られる以上の蒋籔点を踏まえ

て、あらかじめわれわれの評懸をあたえるとすれば、彼の醗究は、匿際的レベ

ルでも通濡する、その童糠で普遜的なウェーバー講であるとともに、ロシアの

問題に密養した、その意味で欝シアに土着的なウェーバー醗究でもある、とい

って差し支えないように思う｛獅。

　　したがって、瑳代覆シアのウェーバー醗究の動向を考察することを課題とす

る本稿では、侮よりもまず、ユー夢一・ダヴイードフのウェーバー醗究を中心

に取り上げなくてはならないということになる．しかしながら、披の醸究につ

いては詳しく検討する必要があるので、章を改めて論ずることにして、その蕪

に、綾の麟究以外にもどんなものがあるのか、上記のモノグラフのほかに雑誌

譲文をも含め、まずは現代潭シアのウェーバー醗究の全体を機観しておくこと

　にしたい。
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　　（2）ロシアにおける罫ウェーバー・ルネサンスまの翼状　　ウェーバー醗

　　　究の機観

　さて、窺代誓シアのウェーバー醗究の動喬を簡題にする限り、以下に見るよ

うに、ゴルバチョフによるペレストロイカが絹始されるほぼ欝86年蟹を趨点と

して、数多くの論文がわれわれの舞婁に留まるようになった。これはやは参確か

な事実である。したがって、ペレストロイカの醗始をもって、ロシアのウェー

バー確究は瞬らかに新後結を講かえたわけで、われわれが、翼代ロシアのウェ

ーバー硬究と雛う場合、ペレストロイカ開始以前と以後とを大きく区鷲して、

大枠として後者の時難のものを指すということは許されるであろう．そこで、

ペレストロイカ聡始以降のウェーバー関連の諸論文を全倖として見渡してみる

と、ほぼ6点ほどのジャンルに分けることが鐵来るように思う。以下では、わ

れわれが欝にし得た醗鞍の文献を挙げて、愛代糠シアでウェーバーヘの縫心が

どんな湧にあるか、あらかじめ、おおよその全体像を読者に紹介しておこうと

、想う。なお、繰返していう謬れども、ほぼすべてのジャンルに顔を戯すダヴィ

ードフのウェーバー論についてはまとめて後達するので、ここでは、彼の硬究

以外に重要だと思われるものについてのみ、その馨度若干のコメントを付すこ

とで、愛代糠シアのウェーバー醗究の緩観としたい。

　i／まず第一に、蔭欧でig鴇年代の畢ばころに大いに高まったウェーバー新

羅究、いわゆる西歌社会学における罫ウェーバー・ルネサンス」の状浅を紹介

した一連の醗究がある。一般的に言えば、今嚢ロシアで見られるウェーバー醗

究の一定の隆盛も、ペレストロイカの麗始によって、これまで禁豊されていた

諸々の懇歎懇懇が一挙に費シア後会に流入した、あの一連の翼象のなかの一つ

であることは、やはり否定することは鐵来ないからである。ウェーバー硬究を

趨速化させたのは聞違いなく、これである．われわ蕊が彗にし得た鰻蓼では、

このジャンルに暴する文献には下記のものがある．
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マックス・ウェーバーと管シア麟（小島定／

①ユ・エヌ・ダヴィードフ「ウェーバー・ルネサンス」（裟）．既　叢紹蹴総，

　硬6e鄭。細蟹醗cc懸。，C磯灘欝2魏8c雛ε麗鯉δβ8鋳齪，董§86，臨＆／

⑨講ギくウェーバー・ルネサンス＞とウェーバーのく醗究プログラム＞問題

　（O警猟e，《脳e郷。麟蝉ecc齪》露鋒麺融3〈翼。磯纐躍e灘懸騨一

　鵬1〉M．Bε蜘a，B醸．δ塑羅鰹齪ω灘㈱2魏鐸斜α醜駅θε紙

　脚灘灘櫛8ε餓齪耀紹δ卵驚露，M．，ig86，e、9H2L〉

③属「茜ドイツにおけるウェーバー全集の最務の数巻の韓行について」

　（（）謎　窺e，o　駐撚雛e　聯闘x了磯総欝盤翼㈱CG6籔辯難co噸難賛麟M猟。畠

　9蜘a書鯉ギ，ε微鰯2羅ε鞭臨紹δ・確耀，i㈱，饗＆4・〉

④ぺ・ぺ・ガイデンコ、ユ・エヌ・ダヴィードフぎ歴史と合蓬姓垂第2牽及

　び第3牽（費．登．驚甑ε懸β，K〉，鑑灘鐡離職陵駕鋼麗π莚解離醗齪魏。鍛グ

　‘θ脚、£。2翻離．8ε鋤麓θε鋤・鍬罐鮮麗εε翻。，購叢．2，3，　M＿

　ig鋤

⑤ユ・エヌ・ダヴィードフε古い手紙を諌む効欝について（ig総一i鱒8年の

　ウェーバーの選された書簡墨（磁麗，o蹴も3e蟹e翻e脚礁翻。綴

　（3難。獅露卿ε懸。護e灘e　M．Be聯技33圭鱒64鱒8眠〉，ω繹。濯θ2醜εεκ翻

　聯搾齪，生鮮5，醤蝦．／

⑥覇「霞疑経済学から文化続会学へ（鯵§6一欝総年のウェーバーの手紙にお

　ける縫会学蓬論の諸問題〉」（叡　蹴ε，甑　距離雌雄翻麟　蟹磯鰻軽難猛

　騨灘y勘。翻㈱躍（伽6調脇lco獅講㈱聡。麟Te・郷β照鰹ax　M・

　幾細謹玉9総一玉勢8rr．〉，8魏卿飯伽躍06ゆ灘，ig96，臨L／

⑦ヴォルフガンク・モムゼンrウェーバーと歴史学」（翻訳者・ア・イ・パ

　ートルシェフ）緯、M戯欝鋸，　M鍬。　ge艶欝藝齪騰擁喫。猛盤隠y総，（醗脚臥

　A．騒．薩a恥鞭βa／，飾8醗麗麗8ε餓醗麗。脚那児，i鰍｝酒麟・／

⑧ア・イ・パートルシェフζウェーバーの鋭魔術化した量界曇（へ践臨丁一

　騨e駐，翫縦伽醗離離塑露｛．旛脚，醗．，1992」

⑨霧薪ウェーバー・ルネサンス1起源、論争及び諸繧殉ま（態蜜ε，Pe鍵C一
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。醗。　M鋸盤B君硬雛1握。↑催騨，　雌錐ぎcc難謎Te雌ε難難，　躍灘齪拐鱒8罐灘齪

㍑ご纒。汐産量，　i§93，　欧王i　、〉

　たしかに、ペレストロイカの醗始を悪難にしたロシアのウェーバー硬究の高

ま瞬ま、それ自韓としては、質シアの学醐事情の大きな地殻変動を示す現象の

牢の一つであるにすぎないとは害え、しかし、それが、本縫ドイツでウェーバ

ー全集が舞行されはじめた時期とほぼ時を瞬じくしたという事実は、實シアの

ウェーバー醗究の葛ま診にとっては、特購に重要な意駿をもっていたといわな

くてはならない。周知のように、鯵84年から始まったドイツ語版のウェーバー

全集の霧行によって、羅擦的なウェーバー醗究の水準も新しい靉靆に入ったと

いうことが鐵来るであろうが、一方総々とした動きながら水面下で始まっていた

ロシアのウェーバー新醗究の動きが、ペレスト窪イカの醗始とともに大きな渡れ

となって表面化すると瞬時に、羅蝶的なウェーバー新懸究の波に直ちに洗われる

結果となったからである。上記婆ストに見られるように、工臨年から、主として

ダヴィードフによって、西歓のダウェーバー・ルネサンス達の紹介が行われた。

そうした暴発をまとめたものが④の著作である潜、これは灘歎のウェーバー醗究

に薄する、籔に入静総に入るきわめてr内喪的な3翫覇約分観である（その内容

は後遠〉．また、稜の場合、西敏の最新のウェーバー醗究の中で、ウェーバー作

品史における職究プラン問題が中心総題の一つになっていることにも疋峯に

騒が癖けられていることが分かるであろう　（、と記㊤の論文〉。そしてさらに、鼓

はウェーバー全集の中の刊行されたばかりの書簡集にも、畢くも分観のメスを入

れていることが涯嚢される（⑤、⑥の文献〉。しかしながらこうした西欧の新羅

究の紹介も、まだまだほんの一握蓼の人たちの醗究にとどまっていることも事実

である。これは、鍵ソ連時代とは大きく事精が変わって、総年代末以降、蕗歓の

学徳書の多くが、ロシアの図書餓こばったりと入らなくなった事驚も大きく作稽

しているものと思われる．驚くべきことに、ウェーバーのドイツ語版全集が、

モスクワのどの籔書館にも一躍も入っていないというのが理状なのであるα兜
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マックス・ウェーバーと獄シア／31（小島定／

　2／第二に、なんといってもこれがPシアの「ウェーバー・ルネサンス茎と称

される今簸のウェーバー醗究の中心をなすテーマといってよいが、ダプ藤テスタ

ンティズムの論蓬と資本主義の精神まに灘達した諸羅究が、すなわちr労鰯倫

遷蚕とr資1本主義のエートスま議1に縫達した一連の諸論文解続々と発表されてい

る。また最近では、これと不毎分の縫係にあるウェーバーのヂ資本主義類型論茎

を扱った一連の観究が馨立つようになった。このジャンルに属するウェーバー

醗究麟、資本主義への転換を遂げたばか移の賞シアにとって、まさしくアクチ

ュアルなテーマとなっていることは疑い得ない．そして現代駿シアで一般的に

ウェーバーヘの幾心鱒高まったのも、何よ鯵もまずこの分野の幾題であるとい

ってよい．もちろん文献の数からいっても、このジャンルのものが一番多いの

も当然と奮えぱ当然である解、ここでは主な論文としては以下のものがある。

⑱ヴェ・ア夢ダウディ「後会学における資本主義確立の主観的前提」（獄

　A護も遷盆y璽｛，　Cy毒あ｛竃掌欝B篶懸e　経費e灘護（）Cも纏董｛籔　CTa騨GB轟e｝童欝欝　｝《盆欝欝a護琶3聾絡　β　C｛）購欝一一

　ヂ難，88ε醒磯霧瀬ノy，耀β．6，iggG，鐡羅、3，鵡2§ゆ

⑳跨卓会議資料F橿蟹の文紀縫題としての勤労倫選r場代的髄藏L　とくに、

　ユ・エヌ・ダヴィードフr全体主義と勤労倫理の諸問題葺哲学の諸闇題露

　i§§2年第i　｛｝。　（丁重）y蓬○藝騒舞　　3丁搬《3　　民a藍　r憂麟講e擁袋　（婬e蟹｝酬　　響議》蟹）も垂；

　鵬鐸e鵬le朧欝甥（総総職灘‘恥y購籍oc鷺誘ざ’〉，総意舳も翻，To－

丁継粥麟3翻㈱繍e醗嬢y艮鰯嚢3躍擁，β岬繊吻θ噸翻，ig92，晦L）

⑫欝卓会議資料ヂ経済行為の蔑綾的、宗教的蒋質窪。とくにゲオルギー・グラ

　ヴェー婆　罫ロシアの文瞬化経験．精緻化の必要性ま監経済の諸羅題套欝§3年

　第2号。嬢a懸盤継雛もle欝脚韻灘脅3繊εoεo醍㈱C羅3鑑翻耀擁qεc賊卿○欝鐡ε一

　懸，r」欝鍵繊塵灘擁3農翻舞離隔醗。£甑聯碁XG灘。弊y艱難e酸乳

　8醗即伽躍醗碗齪麗，工993，翫2．／

⑬ユ・エヌ・ダヴィードフ「ホモ・エコノミクス、認は簿巻か？」（爽）灘．

　撫鋤級。欝，臨G賑，鵜欝3髪㈹継避£？漉y紹薦蜘麗3泌，ま9鱒，聾礎L）
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⑭講「ホモ・エコノミクス」（0舞壌e，R｛）鑓（〉oe麹。簸。盤詫琶s，ノ融α葦02，ig蟹瓦

　晦越．）

⑬購「ウェーバーの資本主義の縫会学∫（（）欝鞭，8藤e夢偲C蔓鑛。む難鞭O猫糞

　髭3雛a灘3総，εo蝦翻02纏ε灘雌齪ε∂06齪醗，ig鱗，臨8慈，臨iω

⑯購罫コンドラチェフの歴史発展遷解に賑らした『新鞍シア人的蚕資本主義

　（第3騒コンドラチェフ・国際シンポジウムのための討議資料〉］（（〉難

　潔｛｝，　‘‘董一｛0磁｝麟　∫）yCCi｛翼翼”　鷺a欝欝3羅｛3鱗　欝　C暮e掌e　Ko｝蓋轟｝衰貰｝ε欝C絵｝｝’G　醸）欝｛鍵3垂醗嚢　3蔓垂｛｝一

　護雛懸，（鱗aTε錐講民瞭：腿置e撫総錘a醗Mε細y搬鐸輔臨鱗宇もe欝。顧

　羅鯉嚢e灘麟，醗．，ig98、／

⑰織匿理論縫会学壷垂第2巻、第3部第4章ヂマックス・ウェーバー；文化

　科学の体系における鮭会学ま、第5章ギウェーバーの資本主義論　　普

　遍愛的縫会学への鍵違（緬継留醜鷹卿醗醜ε0総彦ε0蝦磁02翻，乳2・醜，

　ig98．｝（）．董一｛．煮総も羅（｝馨，簾3羅｝認　3　談露2　4，擁、Be6響）；c｛｝猛襲。譲｝野瀬盆e齪一

　掌ε蟹《｝貸ay翼。　…（y澱もTy罫｝e，夢．3　P涯．5，Be6ε夢G露£翼繕｛Tε｛｝舞｛翼　藍段欝鐸窪醗｛3塑a皿き《護紛騒

　y翻訳a舗0畑CTO騨ec麟C艦騒㈱臨〉

⑱エル・デ・フナーゴフ罫纏織檎造の合遷牲の諸問題」（琵瓦Xy鑓鵬，

　鑓麟灘鋪名㈱灘繍欝欝曜a舞警33㈱闘xc響欝y夢，ε磯齪灘縦綴8齢

　翻ε∂08齪醗，1§95，臨7．〉

⑲ア・イ・クラフチェンコ捗エーバーの資本主義観念と銚労のモティベー

　ション」（A．銭．i侮a蟹e淑○，KO羅ε無難総難盤灘3総M．B騰ε緯縫鐵y費08齪

　醸）で聾鋭職欝｛，ご醒耀α、袈｝2麗章εごだ産ε躍〕＆電ε∂08腐麗麗π，工997，擁α4．）

⑳ア・イ・クラフチェンコζマックス・ウェーバーの後会学　　労働と経済雲

　　（A．鯵．K郷穫e㈱，C興産磁02齷齷纏。窪B86囎縫，ルyδ麗3κo灘灘楓M”

　ig97．〉

⑳エヌ・エヌ・ザルーどナr近代化と経済文化（ウェーバーの概念と礎代の

　発展理論〉達　（｝｛．醗．　3盆欝y6難謎a，　　Mo叢e蓼）醤翼33翼翼貨　擁　X｛）3輩｛鋒Cτ馨e騰｛3欝　藍y護も孚y罫）盆

　　（紅鱒e羅翻M．騒脚聾eα躍辮e舞隈Teo躍脚躍↑瞬，C曜㈱2齪ひ

　　　　　　　　　　　　　　一認一



マックス・ウェーバーと韓シア（3／（小島定／

　纏ε麗εε麗δoθ齪齪，ig97，勘違．／

⑳講ゼ経済発展の桂会文化的諸要霞：ウェーバーと現代的近代イヒ識量（0撮

巌e，ε曜鰐船艇塑纏ε鋼灘舜翻κ03嘘灘鐸伽卿8灘葺鑑蔽8ε吻

　麗‘o卿鷲纏鷹鷹。β灘罵。δ鍛紹磯齪，c舞6，ig98．／

　すでにペレストロイカ期から、露畏の労働輪遷の欠麹という驚題が縫会主義

ソ連におけるF負の選産荘の一つとして捲摘されてきたが、ゼ歴史的選毅≦を

遂げ再資本主義化の道を進む今嚢のロシアにおいて、国費の郵勤労倫理ま、な

らびに「企業家精神」の欠魏という醐題は、経済学のみならず哲学、歓会学、

ある恥は歴史学の各方醸からも、分野を越えて艦く関心を集めている。上記ジ

ストに晃られるように、『哲学の諸簡題遜・やぎ経済の諸聡題磨といった賞シア

の代表的な学徳雑誌で、近代化ないし資本主義化に馨う精神基盤や文化史的翼

題について、しばしぱ特集が纏まれているのに気ぶっくはずである（⑪、⑫

の資料〉．ウェーバーへの麗心の多くが、一般的にいっても、何よ鯵もまず、

「プ旨テスタンティズムの倫建と資本主義の精神まの著者としてのウェーバー

に向けられているという事濤は、決して不思議なことではない。しかも、ロシ

アがヂ歴史的選探璽を行ったig92年以降は、とくにこの簡題は一鰹アクチュア

ルな問題としてロシア後会の前に縫起されてきたといえよう。というのは、

欝92年i月以来、亙簾欝と協調して、「懸格霞露化葺によるショック療法から

始まる、いわゆるガイダール驚線による躍シアの露場経済化、再資本主義化が、

その主観的意緩に反して、現実には、西欧流の現代的な資本主義・すなわち近

代的な合遷的な生産を基礎とした資本主義をもたらさず、ときにrパンディッ

ト資本主義達（強盗資本主義）とか罫マフィア資本主義まとか呼ばれるような資

本主義のタイプをうみだしてきたからに飽ならないからである．今蔭のロシア

では、一方で、馨来の麗有財産を　　　r罠営化葺の名のもとで一驚くべき安

慰で手に入れた民間銀行二金離資本と、また輸入業務を中心とする商業資本の

みが栄え、縫方、蘇腎の国内生産がいわば「瓦解葦状浅にあることは、しばし
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ば捲摘される藤であるが、こうしたロシアの資本主義化の褒状に対して幾判的

な態度を持つ人たちの闘で（そして今では、そうした考えを持つインチ夢ゲンツ

ィアは多数灘にな穆つつあるように見える〉、一方では、市場に帰する一定の国

家燦麟搭置を強化する必要性が語られるとともに、（そして、籔来の歓会主義体

麟への復帰がもはやあ鯵えないこととして、これを捲否する暇嚇飽方では、

単に経済露患化と露場経済化一本槍の政策的捲置だけをもってしては、堤代の

爾獣的タイプの　　と、多くの冒シア人は考えている一市民的な「逝代貸奉

主義圭の麟度を窪滲離すことはできないのではないかという認識が広がってき

たのは、当然の成吟行きであった｛雛，こうした辮から、鋲歓這代の資本主義

形成の精神的な前提の開題を調うたウェーバーのエートス論にますます多くの

人々の涯§渉集ってきたことも、十分遅解できる事構だといってよい醐。

　さらに、エートス論と密接に騰達する影で、ウェーバーが近代的な紅合遜的

資本主義窪と「欝験的資本主義まあるいはF略奪的達ないし「鰹費的達資本主

義とを繋還したかの資本主義の「類型」論が一我が国では大塚久雄の醗究以

来、ウェーバー論としては駿染み深いものとなっているが一ロシアでは事あ

らためて、いまアクチュアルな問題として論じられている（⑮、⑳、⑰〉。こ

れも、往来覆シアの桂会科学に一般に見られた一元的な資本主義観に窯らして

．みれば、ウェーバー醸究解資シアの縫会科学にもたらした、一つの新たな成果

であるということも鐵来よう。

　とはいえ、今雛鎗燈紀末のロシアの再資本主義化は、ウェーバーの「プ狂テ

スタンティズムと資本主義の精神圭解発表された時から見れば一重紀近く、また

その俸品の薄象になった時代からすれば．露盤紀近くもへだった時代のことであ

蓼、飽方、大衆的な宗教倫理の基盤からいっても、ロシアでは西欧流のプロテス

タンティズムに依鎚できるはずも無い。したがって、そこからまたウェーバー

遷論の着想を叢りて、滋シアに国有な、あるいは算シアに伝統的な糖神的な土

壌、縫えぱロシア五教の宗教論理の申に、ヂ薩欧的な」一と考えられた一近

代的な勤労倫理と企業家精神とを育む手がか穆を求めようとする文化蒲的ある
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いは文化史的な選論志向を生み患すことにもなる・上記夢ストでは、さしあた

りザルービナの著作（文献、⑳、⑳〉がそうした試みを示す一鶴である｛精．

　だ解、今濤見られるこうしたウェーバーのrプロ翻への鷺心は、もとよ吟

ロシアにおいて初めての現象ではない・この幾題はまた、今馨とは盤雰史的段

階を大きく異にするとはいえ、今盤紀（2巷僅紀〉籾頭、とくに簿総年の渓主主

義革命が破綻した直後の、ロシアの霞由主義漂のなかの一部の人々が薩面した

課題と基本的には講じ幾題であることを懇慈二しよう．われわれは、すでに蕪稿

でかの「道標藩派の一人、セルゲイ・ブルガーコフ搭簿燧一i弱9年の時点で、

ウェーバーの『プ窪テスタンティズムの倫理と資本主義の精神≦（原論文の鷺行

は欝鱗一i鱒5年〉に早くも養目して、その問題堤起を受けて、離歌プロテスタン

ティズムの宗教論瑳に麟応ずる禁欲的な倫理と近代的な勤労倫建を・ロシアの精

神的土壌たる留シア歪教の宗教倫理の中に探ろうと試みたζとを紹介した（本稿

韓の4ヂセルゲイ・ブルガーコフとウェーバー3、本誌第鎗巻第3号参薫〉．そし

てまた、この20盤紀の末になって、とくにゴルバチョフ時代の末幾から正夢ツイ

ンによる体麟転換の開始にかけての縛期に、ロシアの選論のなかで、甕のブルガ

ーコフを含むかの『道灘の人々の思想（ベルヂャーエフ、ストルーヴェ、フラ

ンク、キスチャコーフスキーなど、破らはみなi弱5年の革命嬬には毒民的喪主主

義者として登場した〉が大きなブームになった事実も知っている。その多くは、

縫会主義イデオロギー麟壊後の、糠シアのアイデンティティの喪失状浅を反験し

て、一種の聾シア園帰、ロシアのナショナルな懇懇の復興を試みる大きな動きの

なかの理象であったが、しかしまた、論集ぎ道標毒（i鱒9年〉が登場したigO5年

革命後の献温は、ロシアのジベラルの閥で、19盤紀以来の窟シアの近代乾と資本

主義髭のあ鯵方への深い反省が行われた時難でもあって、その点では今馨とよく

似た事椿にあったからでもある。この点についても、ユー夢一・ダヴィードフ

がしっかりとおさえている（後述〉。したがって、現代ロシアのウェーバー醗

究が、次に見るように、欝轡1紀末から2§量紀初めの灘年代にか鍾て登場したロ

シアの諸懇懇、Pシアの嚢欝主義諏、民主主義灘の思懸や、とくにr道概派

一1醗一
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の思想に特驚な麗心を寄せてきたのも、十分な根鑓があるわけである。

　3〉かくして、ロシア思想史とPシア・インチ夢ゲンツィアに襲わる一連の

醗究、と鯵わけ欝世紀末から騰毯：紀初頭におけるロシアの欝露主義諏の懇懇史

醗究が、ウェーバー醗究の第3のジャンルとして登場する。ウェーバー醗究と

交わる形での窟シア思想史の醗究には以下のものが見鐵される．（繰返してい

うが、ここではウェーバー藩究という観点から見た場合の狂シア思想史、イン

チ婆ゲンツィア論に簸達している。念のため。／

⑳ユーづ一・ダヴィードフ曙道綴蓋の苦い真実（譲シア・インチ婆ゲンツ

　イアの糞己認識の慈麟的体験擁醸）、麓．∫至総繊鑓，　F鐙猿鍵解職跳凄《駐ex》

　（恥灘勲。継。麟。3鮭。難G3翼a灘鯵cc蔽総善艦e蔑趨螺麟，ご欄㈱2躍。一

　羅ε欝。ノεεδ06翻観，亙ggo，臨欝、〉

⑳鶴「韓シアの二つの深灘と二つの顔≦（（搬搬e，厳配6e3雌も田畑8離離

　賄ce照，β醗即伽夢齪。ε噸灘，珍9i，晦8、〉〔これは論集『深き灘より選

　（欝鰺年〉に叡録されたブルガーコフ論文軒神々の饗宴にて崖の分新。〕

⑳溝敗シア・インチ夢ゲンツィア論への二つのアプローチ1ウェーバーと

　r道標島（磁贈，趣a職漁憩匡鰹羅癬購βocc麟龍磁醗鷲灘欝e躍翼嚢；M．

　Bε6｛∋藝｝擁　《蟹｝x｝董》｝，　C8｛｝60δ綾2躍誕腕乙糖，　工99i，　瞬（壼8，　ig92，　聾敬i．〉

⑳溝fウェーバーとレ一一ニン。どちらが死しいか？ま（0馨擢e，Be慶費睦

　鞭撫疑，欝○聯a難？，遅配伽。～，iggi，臨i5．）

⑳溝Fマックス・ウェーバーとロシア茎（0簸竃e，M雛£Be6鐙韓恥。ε雌，

　c劔灘箆。躍紹‘翻ε鷹灘εδ08魏魏，欝92，臨3．／

⑱羅ギウェーバーとブルガーコフ（キリスト教の禁欲と嚢労倫理）」（劔

　取e，Be6e夢騒6y。蕃融総（x騨CT難賢。総舞農。総33鮭畢蟹。盤a聾3惣鐡／，　8硫ク。餓

　夢雄。ω伽鐸，i鱒4，晦2ゆ

⑳鶴罫ウェーバーとトルストイ三（（塾贈，M雛。8藤⑫擁護鐙丁藤。竿醸，

　8魏脚飯灘耀灘鷹y躍，ig縫，登耀、i、）
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鐘べ・ぺ・ガイデンコ、ユ・エヌ・ダヴィードフギロシアと蔭欧人里Pla搬a

P．Ga墨δe蕪・，」輔翼．舩v卿v，ぬβ纏4麗翻晒s纏，醜鋸加禦7

　齷齪既加齢海鹿ε麗9躍1館2S曲撒a雛嚢，ig95・

舞ユ・エヌ・ダヴィドフ匿マックス・ウェーバーとミハイル・バフチン」

　（沁、暮．灘灘鵬，擁鑑cBe獅藤惣x灘§ax字謎薮，Co解鋤観ε‘耀齢

　＆奮εδ06醗齪，ig96，晦憩．／

⑳縁ζ理論祇会学鶴第2巻、第2部、第董牽ヂセルゲイ・ブルガーコフの

　潔スト・マルクス主義の歓会哲学」、第2章罫ピョートル・ストルーヴェの

　ポスト・マルクス主義の哲学的一桂会学的探求」κ醗鐙醗鷹鐙醗魏ε一

　ε蔽ω鱒ノ魏翻，凱2，M、，醜8，嚢a3韻2躍撚i，K〉蕊舳も聯・

　瞼↑璽購。羅。灘軸㈹毒懸C．9．δy灘鰯，臥2既2｝臨£丁脚繍CT『

　£蹴麟羅旗瞼co難醐ヂ難袈難e軽羅翻欝£・C聯y暮e・

⑳霧罫ウェーバーとキスチャコーフスキー1ミク臓分析の実験i（沁厳．

　滋駐繊総，8ε6ε婁聾K翼CT照隠艦懸，（）賑手躍緯。鑛衰認3a，B跳鼠洗飯醗称

　κ06傭擁，　φ醗倉ω轟窟麗ε磯齢葦02群発塑α灘，職灘ε蹴鐙↑鰯灘翼）・践

　撫露畷脇嫉β．B．C鑛総，Ca難㍗翼e難癖y舞，磐98．レ〔本書は簿i6年にモス

　クワで鷺行され、た本の復亥彗である．3

⑳エディト・ハンケ「ウェーバーとトルストイ」◎灘X躍e，Ma蹴βe6e欝

　錘　」｛e欝　丁（講。？磁，　8　醸．　〔）鴨．　辞雛、　A．0．　菱沁猟撮。雛睦B・B・　KO3護脇。｝（鯉（｝・

　ρθcε諺躍齪oo灘。ノ匿。徳鍔∫麗耀。騨κびεo翠麗β灘％εε纏ε醗解耀，M・，鯵97，

　c．86－i｛｝8．〉

　ご覧の通穆、この分野ではダヴィードフの独壕場という惑溺ある。なかでも．

先の第二のジャンル、ウェーバーのエートス論への幾心とも直筆結びついたダ

ヴィードフのブルが一コフ譲（⑳の論文／はもっとも涯難こ値する蒲文である。

披の麹の論文は、その大部分が先に挙げたガイデンコとのドイツ語の共著韓

シアと藝歌人垂に駿録されたが、また最近の彼の大著ぎマックス・ウェーバー
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と罷代遜譲教会学垂でも、一鶴この線上にそって展饑した議論が晃られる。綾

のこの分野の暴発は・われわれのテーマに直接縫達してお警、大変興味深いも

のであるが、これについては後で謁しく検討する予定であるから、ここでは鞍

のこれまでの醗究文献を挙げるにとどめておきたい。

　さらにもう一人、ダヴィードフと密接に協力しながら暴究を進めているヴェ・

ヴェ・サぷフ駐．8．C麗08（ロシア科学アカデミー縫会学醗究翫〉の彊究にも

淺難しておく必要がある。破は奪醗的なウェーバー醗究者ということは患来な

いけれども、欝盤紀末から蹄鍵総務頭の賞シア縫合学の歴史嚢究を進めている

蓬譲縫会学者である．裟馨身のニコライ・ベルヂャーエフやセルゲイ・ブルガ

ーコフに隣する醗究もいくつかあるが、今田ダヴィードフと其賭して、上の誉

ストに挙げた（⑳の文献／キスチャコーフスキーの著作望法の哲学と桂会学垂

（亙9欝年〉やW・ゾムバルトのぎブルジョア薩（蓬9欝年〉の獄シア語訳の復藥編集

に従事し、さらに鞍単独では、セルゲイ・ブルガーコフのrマルクス主義からイ

デア夢ズムへ選α鱒3年〉、　ゼ経済哲学選（i盤2年）．ぎ二つの国選（ig衰年）など

の後薬編集の仕事を精力的に進めてお瞬、それぞれの著鐸に詳総なコンメンター

ルを付す仕事を撞当している｛拗。さらに、ウェーバー硬究に関連する稜の重

要な仕事として、ウェーバーと直接閣接の交流があった新カント灘の葺シア人歓

会学者、哲学者及び法学看たち、たとえばフ嚢一ドル・ステプーン（硬聯

A、C艶群琶，鰺綴弓懸5〉、セルゲイ・ゲッセン（Cε警罫雑甑recc綴，欝87一

欝5碁）、ミハイル・ゲルシェンゾン（搬鑓蹴毒0、良躍ε囎翻，磐69礎盤5／、ボ讐

ス・ヤコヴェンコ（薮｝鐸。き3．激脇蟹齢，鰺8を欝4鯨藪びにキスチャコーフス

キー（輪羅蹴A．1く齪τ蹴鞠銀鱗，欝68一欝2鯨といった人々に麗する鰹人アルヒ

ーフ資料を調査した醗究がある。これ・に襲わる彼の論文には、以下のものがある．

　①B．露．C鋤B，A鐸騒§．A．K錘CT灘撚㈱，B卿。飯曜欝鯉磁，ig92，T．

　　i，晦i，c．i57－i艇．

　⑦0経淑e，F轟a雛鑛雌鐡皺皺迎纏礁B．A．K聾α簸総。難艶，＆躍磯κρ（縦罐…

　　躍罐護磁δ躍齪論難，ig94，τ．麟，晦3，c．2鰺一252．

　　　　　　　　　　　　　　　　一欝4一一
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⑤0膿e，轟難欄§．A．K照騰。鋤羅．O」一騨絶聾3。難y（麟一獅9）・

　　ε螺鱒～羅・磁場饗糠，ig§4，蟻3，di鷺37・

④0難羅，濃y脚灘《諏の一瞬脳鋒翻醸聯y縣e灘｛｝ヂ」3鐸聯

　飯碗脚麟飆飆齪飽ダπ，ig93，τ．63，晦3，c．267－279・

⑤o舞蹴e，Ce翻e錘罫ecc鐙一爵￥cc麟毒贈進磯，8離縁欝93謹・臓臨臥。・

　　523－535．

⑥態嵐e，恥（釈cc鯵8継室ec護鐡｛総一艶x擁灘獣）騨ycc難ll麟㈹麟・君勲婿

　　欝94，T．縫，臨2，c．i55畦7L

　⑦｛）欝凝，ρ灘鯵為麟．縦噂難，瞬雛x謎藍麟那脊αy5・B・舞齢懸盤焦　β駐魂κ

　　藝｝9蓬，T．6護，蕪王8，c．7§3－76｛》、

　そのなかで葉）、鯛えばキスチャコーフスキーのアルヒーフから、ウェーバー

がキスチャンフスキー腕てたいくつかの書鶴を新たに観したのはサポ

フの手構というべきであろう．①の論文がそれであるが、なおここには、さら

にエミール・ラスクとゲオルク・イェ夢ネクのキスチャコーフスキー宛ての手

紙も紹介されていることを付け粧えておこう．サポフのこうした…連のアルヒ

ーフ碍究を支える縫題縫心は、欝盤紀末から艶盤総務頭に理れたPシア社会学

の成立と発展の歴史を発掘し、この歴斐像を再檎成しようというところにある

と思われるが、破の綿密な講究からは、ロシアの白雲主義的な歓会学や法学が

嘉時のドイツにおける新カント派哲学者やウェーバー、イェぴネクから大きな

影響をうけたことが鑑灘される。今後は、こうした講究の積み重ねの上に2§糞

紀初頭の算シア桂会学懇懇の独嚢牲もまた題らかになるものと簸待される。

　4／灘．ペレスト財力の進発とともに、麟訥眠主御伽シアの差

し遭った課題とな吟、侮よりもF法治撰家」の建設がス・一ガンとされてきた

という事鶴から、政治学ないし政治隻嚢究の分野においても、新たなウェーバ

ー藩究が登場してきたことを捲摘しておかねばならない。この分野の嚢究にお

いて、新たな角簑からのロシアの立憲主義及びβシア磨蜜主義の歴史醸究の展

絹と結びついて、とりわけウーバーの・シア革命論が新たに紹介さ紙湘
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を浴びることになったことは．現代ロシアのウェーバー醗究の動溝を見る圭で

も、一つの重要な事実である。

舞アレクサンドル・クスタ華ヨーフ「ロシア革命の始まり、マックス・ウェ

　ーバーの異説達（A識蟹ca難雌K欝Ta舞轟，｝梱継。躍cc輔脚継綴翼聾，Be婁。纐

　撫欝Be6e舞，飾脚縦⑫欝ω夢灘，懲鱒，蟻8ゆ

鯵擬「ウェーバーとロシア、鞭打ちとまじない蒼祷舗の蟹における織工

　〔w曲er〕の勅語ま（0擁撫e，Bε殉難恥cc懸，羅騨潮懸ε翻竃騰駐

　囎a網麟e類3饗麗麟，君醜灘，エ997，臨5．〉

⑳エヌ・エス・プロトニコフ、エム・ア・コレロフrマックス・ウェーバー

　と書籟を交換した賞シア人」（縫．C．臨醗織欝8搭M．A．K継e欝欝，擁3総

　Be6e韓e駐⑳yC獺難O躍C灘叢e鰍，飾脚偬鰐胸飾，ig94，晦2．〉

鰺エル・ぺ・シパーコヴァギマックス・ウェーバーの瞬から見たβシアの改

　革淫（奎〉．舞．騰艶難雛，欝occ藏嬢礎§e輌郷解鐵α駐○離農3難難羅継£a　Be昏e韓，

　恥澱爾》8‘纏ε欝窃窟ε釦灘理纏，ig95，臨2．〉

⑳ア・エヌ・メドゥシェーフスキ一新エム・ヤ・オストロゴールスキーと2§

　毯紀の政治縫会学」（A、｝｛．擁ε懲懲鐙。麟，M．舞．（）c聯夢○脚継軽瞭轍一

　騨εc観餓。（）雛盤（｝ギ簸B　XX　Be葬e，　εo蝦麗麗競κκ繹産むε葦2δθ6齪齪，　ig92，　晦

　8，玉993，翫i、〉

⑳1瞬「近現代における異土主義と奪翻政治ま（0慧猿e，長e欝羅解離錘丁毅懸一

　難照麟e照鯉離ee駅繋聾，8鰯繊夢鋤磯齪，醜3，臨絶）

鬱鬱軒マックス・ウェーバーとロシアの立憲主義ま（磁贈，M撚£Bε6e費麓

　難。麟。磁繊。難y脚嚢躍3擁，0耀耀耀鍛齪麗催oρ観，圭993，鴎2．〉

鬱鬱「外見的立憲主義とは構か匂（雛凝，蔓穂懲。ε闘躍謡灘蟹讐掌y難一

　（｝｝盤諮諺3鋼？　Cθ騒遅。，婁ひ2夏翠86κ麗ε麗εε協εδ06農躍麗麗，ig9遵，腫畿2．〉

鰺講r盤界的な文化堤象としての界見的立癒麟違（（）翼凝，蟻照繋麟翼鰍CT鍬

　τy㈱灘韓3躍蟹鱗e顯鯉難。嚥聯灘髄囎轍y灘y琿，ω脚瀞2羅灘2
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　α‘c凌ぎδ｛｝8轟離髪冠，工994，｝転5．〉

⑭羅F覆シアの諸憲法構想とその西欧的源泉」（雛灘，K醗£獅讐躍倉翻も薯e

瞬鍵灘β敗。獺舗x3鐡繊餐も茎e籔CT鰯翻，」獅槻蝋丁・5諺g96・

　晦i．〉

⑮遜緯シア白麹主義の憲法草案とその政治戦鞭（〈）擁濃e，K齪τ欝y聖欝響一

　臨e聯e蹴ゆycc騒㈱講擁6e卿難総聾働蹴鐸讐峯聡盤錯。獅τe警甑B岬ひ伽

　麗醗θ鐸麗，玉996，臨9．／

⑭鋳罫薦民縫会の形成；買シアにおける改革と反改革ま（叡魍，塗船難脚一

　躍鍵ゆ3綴離礁㈹G6灘ee欝a；登e初陣島田灘矯騨蜘嚢蘇も董B恥cc獺，ε6・磁”

　角鋼騨撹岬ε釦μ磁脚躍6琶ε脚β羅馬繊亀M・」996・〉

＠溺r現代民主主義の諸問題墨（磁蹴，恥脅6溌羅CG理蟹e撒磁叢e紛織解職

　瞭y灘e酬盤CT段丁も％裟賛．；M禽Oc卿野魯郷繊遅碗岬窃鷹窟齢餓灘一

　鰯鮨ε麗躍麗，OT8．降．A．縫．聾敏躍e躍艀。，poc礁3縫，璽”ig97・〉

⑬講ゼ民主主義と権威主義1鐘較擾塵から見た貸シア立憲主義癬（（）騒濃e，

　漁船切餅齪麗麗6伽灘磁夢裡3礁〃oc‘露ε纏産齢解職耀y灘。砿桜鯛8c覇磁一

　鰐朧鋤締脚。鰍融62，錘．，醗8．〉

　ここでは、ペレストロイカの開始とともに、ウェーバーの鞍シア革命蒲をは

じめて紹介したクスタ夢妻一フと新進の競較致治塗の醗究者メドゥシェーフス

キーによる賀シア立憲主義の新醗究が重要である。

　クスタジョーフは、響総年代窮めに西欧に亡命した人物で、パ摩で発行され

ていた在外Pシア議雑誌『シンタクシス壌に、すでにウェーバーの資シア論の

短い部分訳を発表していた事実をわれわれは簿っている囎｝，その後ペレスト

βイカの聡始とともに、綾は摂遜の雑誌にも投稿するようにな撃、最近になっ

てウェーバーのロシア革命論第一譲文rロシアにおける市民的民主主義の状態崖

を全談の形で（原注を…部省酷した瞬があるが〉発表したことは、先にも触れ

た藤である．優れて市疑的買主主義のロシアにお謬る定義霧縫牲の問題に焦点
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を当てたウェーバー・ロシア革命論が、その豊かな内容にもかかわらず、その

原論文の発表当時でも（欝総年〉、第一論文「ロシアにおける毒疑的野主主義

の状態達の翻談が直ちになされたことを除けば、霞立った反応が晃られ’なかった

こと（本稿緯、本誌第鎗巻第3号、欝8一工鴇ぺ一一ジ参照〉、またソ連時代紅入

ってからは、その論文の奮在すら長らくまったく忘れ去られていたことを考え

るならば、クスタ婆ヨーフによるウェーバー・霞シア論（第一論文〉の金談紹

介は、大きな意陳を持っているといわなければならない．ウェーバーの資シア

革命譲は、その問題設定及びその内容からして．再資本主義姥と民主主義的な

立憲麟への移行を課題とする今祭の欝シアにおいて、まさにアクチュアルな意

義を持っているからである．

　クスタ夢欝一フは、彼の害うところによれば、懲7§年代の秘めにレニングラ

ードの纒書館で、ウェーバーのプロテスタンティズム論への関心から、『琶会

科学及び桂会致策アルヒーフ雲を羨んでいて、たまたま凝誌に掲載されていた

ロシアi論に選遇したということである（脇．そして、その後古今先で、鞍はそ

の翻談を闘嬉し、それをいくつかの在外ロシア語雑誌に掲載することを試みた

が、結局先に航れたゼシンタクシス雲（パ勇がこれを難き受けたのであった（し

かし、ほんの一部分の翻訳に愚ぎなかったが）・しかしながら、披の書いたもの

を羨んでみると、クスタ夢嚢一フは必ずしもウェーバーに遠鏡している大効とは

思えないし、また、長く姦外生活にあ蔭ながらも、ウェーバーの篇シア1論に絶し

ては　　夢チャード・パイプスの先駆的な醗究｛鋤があることは知っているよう

だが　　、西欺におけるウェーバー・ロシア譲の醸究については必ずしも詳しい

知識を持っているようには見うけられない｛2驚クスタリョーフのそうした事情を

察したのであろうか、彼が覆シアの雑誌に初めてウェーバーのロシア革命論を紹

介した譲文（上記⑳の論文／に録して、ダヴィードフは厳しい撹舞を寄せている。

その撹舞のポイントは、ロシア露撫主義の将来に麗するウェーバーの見解の評嚢

にあった。クスタ夢ヨーフが、一霞でウェーバーの見解を罫ペシミズム3だと締

めくくった点を懸まえ、ダヴィードフは、ごくごく近い将来についてはともかく、
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マックス・ウェーバーとロシア麟（小島建〉

広く翼シアにおける§譲主義の将來の展望については、ウェーバーは決して「絶

望」を表窮していたわけではないということ、その証擁として、狂シア論にお

いても、ウェーバーは彰物質的利害状浅達（搬譲8rlel艶Ko簸st磁3t量0瞬のダ渡れ

に捷して」、嚢虫を求めるr羅畏の断露たる意志」がある縷吟という重要な銀

建を付していたことに、特劉な留意1を払う必要麟あることを強調した（前掲禽

のダヴィードフ論文参熊〉．クスタ夢ヨーフとダヴィードフの意見の権違の背

後には、ウェーバーの著作に爺する読みの深さのみならず、ウェーバーの縫

翼観涯全体についての理解の仕方にある種の板違がひかえているように見える。

　クスタぴヨーフに蝿して、メドゥシェーフスキーの一連の醗究は、ウェー

バーを含めて蓉歌の薮治学の諸遜譲に通じた専闘的な覇究であ彗、それを駆

使してロシアの近代政治愛を措こうとする試みである．したがって、綾の藩

究は資シアの歴史学界にはこれまで晃られなかった新しい潮流を代表するもの

といえる．蔓的甦物議の立場に立つものを除けば、これまでロシア鬱鬱主義お

よび立憲主義懸想の醗究がロシアでは十分なされてこなかっただけに、新た

な角度から讐シアの立憲主義、懇懇の掘導起こしを行う披の醗究も、ロシアの学

総選雰では、それはそれとして貴重なものということが鐵来る．しかし、その

場合、メドゥシェーフスキー堺擁って立つ擬角は、基本的には、伝統続会から

窮民歓会へという意練での近代化論であって、そうした観角と方法論それ霞体

は、われわれの鰻から見れば、さほど馨新しいものということは出来ない｛蹴。

　ウェーバーのロシア革命論そのものを敢蓼上げた破の論文は、上記⑪の論文

である摂、βシア灘に残されたアルヒーフ資料も使ってウェーバーと購時代の

律シア人学者との交流にも触れているし（この分野の醗究では、上記禽のプ巨

トニコフとコレロフのアルヒーフ概究もロシア鰯の醗究として・われわれに貴

重な資料を提徴してくれた。本誌、第欝巻第3号、1齢一i綴ベージ、及び婚4

ページの濫騒参照〉、ウェーバー・ロシア論の紹介露体も、クスタ茅葺一フに

箆べれば、酪酸に内容の濃いものとなっている．さらにウェーバーの翼シア論

から示唆されたものと推灘される鮮、綾には臆鍵紀末から2§盤紀潤めのロシア
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露出主義の「三つの憲法草案まを検討した論文もあるく上記⑭、⑮の論文／。し

かし、鞍がウェーバーから直接学んだものは、やは吟なんといっても瞬見的立

憲主義達S趨el感。鍛s縦筋tlo照至重s膿櫨（繊シア語では難慰藪民。蹴丁欝y騨。耗㌫鰍譲

と鞍は翻讃している。／の概念であろう｛鋤．メドゥシェーフスキーは、吉典的

な露錘主義馨家の確立後露盤紀末から器量紀露頭に生じた懇歎の政治桂会の変

化に注§して、これを基本的にr大衆鮭会への移籟の環象と擬え、この量界

史的な波の中で、賞シアを含むドイツ、イタリア、スペインなど、費主主義的伝

統を欠いた縫薄主義鑓家がr追いつき型の発展盤近代化まを推進する時生じる政

治変化をr外見的立憲主義」（〈螺魏嬢鵬cT雛y難倉澱澱認〉）の機念で縫えるこ

とが鐵来ると主張する。稜は一方で、このヂ外見的立憲主義」の概念の再権

威を試みながら鱒（上記夢ストの⑫、⑬）、その機念を広く薩歓諸国の近代政

治斐の中で検証するとともに、この概念を使って、婚盤紀半ぱの農民改革以前

からペレスト賞イカ期、そして歓会主義解体後の工夢ツイン体凝にいたる貸シ

アの近代政治史の一貫した流れを整還しようと試みている。破のそうした醗究

の試みは、まずは上記⑭の論文に覆れたが、最近鐵版された彼の大著ゼ疑主主

義と権威主義爵（上記⑱の文献／にはそれが集大成した形で晃られる。かくし

て、われわれは、メドゥシェーフスキーの髭較政治史醗究の中に、はるか器漫

紀初頭に著わされたウェーバーのロシア革命論が、翼代のロシアの学問に直

接的な影響を与えている事擁を見ることが鵡来るのである．

　また、ウェーバーの政治論との関連で彼の醗究の中で特筆すべきことは、上記

の夢ストに見られるように、披にはオストロゴールスキ一癖究ぶあるということ

である。周知のように、M．舞．オスト冒ゴールスキー（簸．嚢．Oc㈱錐嚢。繊錘．

鰺54畦鍵勢は實シア患身の敢治学者であり、i鱒6年には第一羅会の議員にな

ったこともあるが、イギ婆スとアメ夢力を中心とした霰の政党の比較後会学的

硬究は、2§轡1細鱗頭の大衆買主主義化との関連で、ウェーバーの隠心をひ》、た

こともよく知られていることである。このオストPゴールスキーの著作ゼ民主

主義と政党雪（原著フランス語、Lβ鹿魏06惣勧認勘響繍窺S厩鉛難鹿S舞葱εS
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麺」躍碑磯P麟s，鰺98．英訳は、漉魏06羅α醗ぜ醗εo禦漉駕どゴ醗摩Po癬露認

臨海εε，2vo墨、，Lo蕪。舞訟δ麓ewYo癒，i鱒2．1は、すでにソヴェト時代の

ig27年と欝3食年に上下2巻本の影で鷺シア語蒙が鐵版されているが｛働、最近

になって、メドゥシェーフスキーはこのロシア語譲の復劾繕集を行っている

（璽の著作／．ちなみに、メドゥシェーフスキーはオストβゴールスキーの思

想をF遍去の古典的敢治遷講とウェーバー及びミヘルスその飽の現代茜歎致治

学に代表される騰盤紀の政治桂会学とを結び付けるもっとも重要な環であった」

と位置づけている（鋤。さらに1彼には欝世紀末から2§世紀初頭にかけてのPシ

アの縫会学隻を通観した著作もあることを置け換えておこう｛鰍．

　5）ロシア革命譲とは琴彗に、ウェーバー歓会学の重要なカテゴ夢心である

「官僚鰹」や雛夢スマ論まなどもペレスト冒イカの経始とともに、雛年代後

睾頃から、鍛ソ連の政治棒鱗の幾覇的分析の手段としてあらためて注馨される

ようになった。もとよ瞬、ウェーバーの官僚麟論などは、すでにペレストロイ

カ以前にも、硬究が無かったわけではない。69一簿年代にレニングラード大学

を中心にして、それぞれ短文のものではあるが、いくつか紹介越試みられた事

実がある（蹴．しかし、ロシア歓会が抱『える実践的な課題との関連で、ウェー

バーの支配の縫会学や纏織と管理に麗する縫会学が、妻定的な文灘で紹介され、

詳しく検討されるのはやは穆ペレストロイカ襲始以後のことである。更に今馨

では、弧シアでは、政治桂会学のみならず、労働縫会学、文化桂会学など歓会

学が広い分野に広がって一種の漉行の学簡分野となっているが、こうした鮭会学

のそれぞれの分野で、ウェーバーの官籐凝論や力夢スマ講の醗究ぶ進められて

いるわけである．われわれの舞髪に留まったかぎりで主なものを挙げれば、下記

のような文献がある。

⑲ヴェ・ぺ・マカレンコ薪ウェーバーの官鐙講論と縦皺と管理のブルジョア

　約諾凝念」（8、r多．巌難螂総，Teo嚢難6齢艦緯丁羅M．8ε6ε舞騨6y腿y認㎜

隈蹴騒e嚢灘鑓糊目灘躍y聯灘e翻，8・卿融麺㈱卿，i鰯，臨3」
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⑭ア・エム・ミグラニャンr悪獣の民主主義遷譲の危機達（荒鑑灘騨騨，

　醸雛欝郷灘脚灘軽賎a3欝事耀，8δ脚飾釦㈱夢灘，ig8§，翫9，〉

⑳霧新マックス・ウェーバーの人浸投票的民主主義論と現代致治遍懲

　（o擁凝，臨醜。欝a嚢灘Te倉灘灘卿欝難擁a裏銘Be｛職翼。魯躍鍵e錘磁

　蹴聾糊ec雛魏灘εc£，Bσ脚躍動欝ω伽，i§89，臨6ゆ

⑫エル・ぺ・シパーコヴァ罫マックス・ウェーバーの琶会学にお謬る歩一

　ダーシップの諸類型ま、及び翻訳ウェーバー罫カリスマ的羅家ま（軌民

　欝総翼蟹譲，丁簸麟　灘鑑鐙。↑照§eo眠難｛｝義解難擁緻ca　Bε6e照；M．Be6⑫，Xa蓼灘3心

　懸贈。縦鯉y脚CT聾倉，聯．鉾3醗織．欝．農．臨籏。麟，c灘鰯2魏8ε纏

　麗εε遮εδ08｛z舞舞鷺，　ig88，　鰍三5．〉

⑬講ヂ政治権力の豆王統雛ヨ：ウェーノミーと現代ま　（0謎a濃e，　轟e£謎盟魏蟹｝c腿

　隠護欝欝ec裟（麟　翫穣解毒二　Be｛愛重｝腔　CG翼箆醸灘響oc秘，　Co8ε灘｛〕Koε　30むy盈厚κ灘80　麗

　だ卯8ひ，ig9毒，臨3．〉

⑭ヴェ・ゾー婆キン、エル・ゾロタ夢ヨーフr職業としての政治ニマックス・

　ウェーバー蓬（B．3鐙雛羅，P．3擬餌段御達，賞。離職難賂鑑鯵総盤纏ε翼聾欝一

　鰍翻，撫£脳e登（i864一醗春〉，蜘齪解観，i鰯，翼§2i、〉

欝エム・ヴェ・マスロフスキー『マックス・ウェーバーの賞藻麟論と理代数

　治縫会学誰（M．B。Mac濃翻。羅錘，距鐙観伽辮耀耀羅醒礫ε¢8ε6鐸麗

　‘岬醒翻翻凝灘魏εご叢醗繊耀02観，賛繊細恥B紛騨ほ鱒7・／

⑳麟罫マックス・ウェーバーの家産麟畿念とソヴェト・システムま（（）擁旗e，

　難産3x　Weもer聾s　cG豊ce茎｝t（）蓄P3tr量懲G鑛a難s搬a簸δ出e　Sovlet　Sys童e驚，Sθ6ゴ。－

　」⑲磁麺擁繊ig§6，vol、44，捻倉．2，即2蟹一3絡／

⑳ユ・エヌ・ダヴィードフ罫全葎主義と全体主義的宮籐融（　〈｝醗．灘轍一

　鵬，丁膿灘騨3簸露欝麟灘嚢鋒獺聯囎盆棚，撫遡麗撒鋤，懸9，

　晦ま．）

⑭購r全体主義と官僚麟ま（磁髄，τ喫継欝鍛鼓灘鰭醜辮灘秘経，飾雄灘醜ε一

　ご耗（｝ε　o底麗ooφ汐α3（）8趨麗麗8，　！98§，　歎鑑6．）
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⑭瞬r全体主義と技術」（敬贈，丁艀齷齪羅鐘脚興鷺艱難a，飾職灘惚躍翻

　麗翻ぞδ06醗観，ig磁，臨4．〉

⑭ぺ・ぺ・ガイデンコ、ユ・エヌ・ダヴィードフゼマックス・ウェーバーに

　お1ナる官僚凝の開題達（翼．麗．海鍛倉鵬，K｝、｝｛、撫君磁億，rl麟．窪ε難軸欝一

　購↑照ぎM蟹盤8e6e照，8躍那齪郵鶴頭鑓，ig劔，驚3．〉

⑳べ・スタムボ夢チェフ「歪統的秩序：マックス・ウェーバー（i躍一i望働

　（舞．αa錨熱難e欝，」　e雄篇難翻欝欝簸蝋，M鍵。8e§e倉（i864－ig2G〉，　飾一

　8088鶴糊，玉995，飴26．／

　ペレスト冒イカの開始当初からの改革諏で、有名な政治学者・政治評論家で

あったミグラニャンにも、ウェーバー譲があるのは意外な感じを受けるだろう

が、ここからも懸ソ連続会主義の政治休講幾判のために、ペレストロイカの窃

期からウェーバーの官鰹麟譲が利矯されたことは瞬らかである．後でも詳しく

触れることであるが、ダヴィードフのウェーバー官僚講論はソ連歓会主義のス

タージン体麟を、ナチスのそれとならべて、ヂ大量弾涯3と蓄ピストルの支醗漣

ξを苓可欠の要素とするr全体主義」ととらえたうえで・ウェーバーのいう

r支饒の3類型∫の枠緩みを越える、まったく新しい官僚羅支醗の類型と擬え

るべきだというものであって、ウェーバーのr予想しえなかったまタイプの官

僚鰯の鐵現を講じているものである。またマスロフスキーは、ウェーバーの家

産舗観念に注鬱する数少ない醗究者であって、披の羅究には、ダヴィードフと

は違って、暇ソ連の官僚鰹についてもヂ家産鱗的官籐融の概念でもって運解

しようとする試みが見られる．薩灘の醗究においても、またとくに天皇麟的官

濠鰯の経験を持つ義が蟹では、かつて、一蔀のウェーバー醗究者の闘にそうし

たアプローチを試みる雰鬱気があったが、マスロフスキーのような藩究者がロ

シアのウェーバー醗究にも遜れてきたことそれ霞体は、興蘇なしとはしないけ

れ，ども、しかし，獄シアと響本の歴隻的精神的土壌には大きな差異があること

を考えると、そうした試みがたとえばスター夢ン体灘とソ連富療講の特質を
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控握するために有効かどうかという点についていえば、筆者には疑問に患われ

る．

　6〉最後に、摩史学の分野からウェーバーヘの関心がありうる。前編で遠べ

たように、ソ連時代の窃蟻、簿26年代には、ウェーバーヘの縫心が主としてこ

の分野、特に醤欧古代・串縫史麟究の分聾から始まったこと、しかし、そのさ

い、ウェーバーの選念型凝念を中心とする歴史学方法譲の縣題に鰻られていた

とすれば、今嚢の場合は、以下に見るようにその婦象は広がって、講題も多鐵

なものになっている。

⑫ヴェ・エヌ・ヴィノグラードフζマックス・ウェーバーと結轟帝露主義垂

　（露．H．B謎翼羅㈱，M簾。聡蜘ぬ繭継繍も1鋒臨即謝繍、飾麗麗

　灘8館難症蒐麗‘纏留醗，1§88，翼α2．）

㊨距工㍗クー叡ピンrマックスゆエーバーと帳灘大な学都繭

　を見なかったか、なぜ晃なかったか？窪（3．C．Ky蕊照鞠M簾。　Be6e欝競

　鞍懸；曜舗継e戦齪y警聾灘βe羅麟y擁e錘懸？働撤撒δ窪灘伽

　θoε鷹。’｛窃，199｛｝，｝尋（主3、）

⑭講ヂマックス・ウェーバーと中国：ヨーPッパの学者は中国をどう見てい

　たか」（雛耀，擁灘B鯉舞K欝麟膿臨e鐙畷ε護e聯灘。鰍y鰹一
　臨糞，∫伽61せ躍撹∂齪雄ε～oθo‘醒β灘，欝欝，臨5」

⑳隅『甲羅における人購と翕然邊薪序論、中震の歴史発展の特殊性の原霞3

　　（o醤贈，B駐e灘欝，r　o撚鐸鐸獺。聾e雛軸欝貿濯¢欝鐸礁㈱郷灘擁黛

　K㌶羅，磁漣θ6傑麗働海脚∂α8臨灘8，擁、，欝欝・〉

麟エス・イ・ジュークFマックス・ウェーバーと縫会史（C灘．〉舞鶴

　撫戯曲健C鰓脚鯉£↑騨，8窃騨贋㈱脚，ig92趨2－3・）

⑳ア扉ヴ餌トルシェフけエーバーの脱麟化し雌界叙A鷲葺師

　芦y綴e露，擁醒。．励磁纏磁ル鋤鼠8ε6卿，M・ほg92・〉

⑳聴牽会議窪資料「嘗シア的這代化；諸翼題と展望達（魏CC麟磁頷鵜叢ε建
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　｝観33鍵甥；　顧瀞e鰭も塁麓　飯｝∫X賢e置《警総翌｝韮　（酵a↑｛｝妻罵a羅も妻《韓）y£護（蹴O　CT（擁呂》〉，　8（｝葦β0‘麗

　夢齪。ω1勲窪，ig93，臨7．〉

⑲エヌ・エヌ・ザルービナ樋代化と経済文化（マックス・ウェーバーの凝念と

　現代の発展理翼灘〉」　（｝｛、舞．　3a奪）y6騒垂｛2，　ナ姦。颪e∫欝｝輩3a翼翼舞　｝奮xo3多携cT欝e繕譲嚢　民y護も一

　Ty蓼）a　（蟹聾鍛e嚢鰻醗　醗、　B題幾｝呂　｝｛　c〔）8警ぞ鱗e｝難｛も茎e　τe〔）轡鱗　茎〉a3董粥丁謎興〉シ　C（｝辞齪瀦02麓一

　壁εε綴8鰐。麗δ08醗醗，工997，梅4．〉

⑳講『経済発展の鮭会文化的諸要癒：ウェーバーと麗代的透代化識轟（0総

　淑e，Co灘継翼獺塑微ε卿朧。躍κ03露醗8醗総20那38輝離見ゴ層．＆6拶

　彦　α｝8β2」磁ε搾羅麓8　鷹εo舜餐麗　湿δδ砂霧海3農高麗麗，　cr嚢3，　ig98．

⑪疑ゼ経済と企業の社会一文化的基礎雲（（〉難潔e，Co蝦齪醜。一π脚襯塑灘ε

　δ‘磁戯燐3磯醗磁麗翠εδ艀β醗醗醗ε肋醗灘，M、，1998、）

　この分野では、中国史醗究の顧域からウェーバーのr鰐教と道教葺に着馨し

た醗究があること（クー夢ピンの醗究〉とドイツの史学愛婿究からウェ｝バ～

に接近していったパートルシェフの醗究がわれわれの気を引く勝である。パー

トルシェフのモノグラフ『ウェーバーの脱魔術化した童舞雲は珍燈紀末から2§

盤紀初頭、鍾びに第一次大戦と革命期のドイツの史学吏の中で、ウェーバーの

盤置づけを与えようとするものである（糖。本書を遍してみると，本体部分は

ウェーバーを［ブルジョア史学藩として翫判的に露及する襲来のソヴェト史学

のウェーバー像が基調をなしており、それに薄して、序文や最後の章には、ダ

ヴィードフ等の醗究を通じて護歓のウェーバー新癖究の成果を一部受容する姿

勢も見られる．その、点で、ややちぐはぐな馨象を読者に与える著作であ鯵、し

たがって、またロシアにおけるウェーバー礒究が転換する様を一書の中に験し

饑しているようにも思える、そんな著礁である｛鋤，とはいえ、このfちぐは

ぐさ3がまた、本書が灘蔽された当時のロシアにおける一般的な雰騒気を反駁

しているとも言うことが鐵来よう。おそらくそれが、再翻されたロシアのウェ

ーバー醗究の実態であったのではなかろうか。
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歴史学の分野で、やや新しレ嚇究方麟境られるとすれ鐵先に述べた第二

のジャンル（エートス論、労働倫選iに縫達する分野〉でも挙げたことのあるザ

ルービナによる文化史的葎究であろう。破女の暴究は、大枠から震えば、透代

化譲の一つと害うこと鱒鐡来るが、その場合、各馨の経済発展と当該歓会の

「文化類i肇茎との棺醜を購題とする点に、その特徴が見られる。しかも、と吟

わけ彼女が瞬題とするのは企業家のタイプを蔑定する各蟹の紅経済文化まの類

型であ撃、こうした観点から、ウェーバー宗教社会学が彼女の授野に入ってき

たのである（文献⑲、⑳〉。綾女はウェーバーの宗教歓会学を援矯して、広く

童舞の文化類型の鶏題に取む緩んでいる（文献⑪〉。

　さて以上が、緯8§年代後半に始まるペレストPイカ以後ポスト・コミュニズ

ム段階の今馨まで、われわれが§嚢にし得た隈鞍の瑳代覆シアのウェーバー醗究

全体をまとめてみたものである。そこからは、ウェーバーが残した学縫的遺産

をアクチュアルな闇題として受け止める、練シアにおけるウェーバー・ルネ

サンスま現象の特籔が少しは飼えたかと患う。本稿がこれまで考察してきた

雛シアにおけるウェーバー蓬という枠緩みの中で、この現代のウェーバー醗

究の特徴はどんな辮にあるといえるのであろうか。最後にすこしくまとめをし

ておこう．

　第一に、醗究論文の数は驚躍的に塔大したけれども、われわれがまとめてみ

たいずれのジャンルでも．それぞれの論文の水準には精糧の差ぶ歴然としてあ

るし、全体としては、露際的なウェーバー醗究の水準からみて、決して高いも

のとはいえない．その意陳では、やはりロシアにおけるウェーバー醗究は本格

的にはまだまだこれからというところであろう。第二に、醗究分野の嚢から奮

うと、2§年代のウェーバー醗究嚇もっぱら西洋古代・中鍵史学の分野で行われ、

しかも歴史学方法論（縫会科学の方法論と種念型譲1〉への縫心掛中心であった

とすれば、今欝ではウェーバー醗究が様々な学麗分野に広麟っていることは瞬

らかである。しかし、その中でも畦会学まが醗究の中心分野となっているこ
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とを指接することぶ趨来よう。礪知のように、瞬ソ連時代にはマルクス罵レー

ニン主義の公式イデオPギ一実灘があって、ロシアではr歓会学」力機立した

学闘分野として認知されるまでには大きな鰹難があったけれども、しかし今難

では菱縫会学童が完全に独立した学瞬分野として確立したばか静でなく、どの

分野にも増して急速に発展している事実がある。ヂウェーバー・ルネサンス蛋

もまたこうした現代寧シアの学聞事購の変化と深く結びついているのである。

そしてまた、そのなかでもr瑳論縫会学まとロシアで辱び慣わされている分野

が、今韓のウェーバー桂会学醗究の発展を領導しているといってよい．われわ

れが注欝するユー夢心・ダヴ4一ドフは、まさしくこの学総分野の確立に一

おそらくマルクス主義の理論体系に代わる新しい選譲体系を模索する試みとし

て，であろうが一これまでカを尽くしてきた大効なのである。

　次にウェーバー砺究の内容の嚢から、現代寂シアの藩究の特徴をまとめてみ

よう．まず第一に、社会主義体鯛の嶺壊から政治的異土化と再資本主義化へと

いう大きな社会的転換を遂げた現代ロシアの特殊な条件の下で、ウェーバーの

著作が「近代化墨壷びにF毒民縫会の形成」という広い慧殊でのギ近代化論3

の枠縫みのなかで縫えられる傾鶴が強く現れているということが出来る。（雛

シアの「文瞬化まというのが体鰯転換の邊程で多くの資シア人を捉えた一つの

合言葉であったが、それはしばしぱ晒欧化まと講義語として受け重められる

ことがこれまでは多かったように患う。）しかし、第二に、この民主化と近代

化が愛実には瀬講に進まないという窺釈があり、そこから、それは狂シアにお

いては単なる栖欧イ鞍ではあ蓼えない．ロシアの買主化と資本主義姥のため

には、やは鯵ロシアに園有な条件を十分考慮に入れたものでなければならない

こと、そのためには、ロシアの精神的な伝統あるいはロシアのfメンタ夢ティ董

への醍慮を欠くわけにはいかない、といった強い要請が溝時に生まれている。

こうした饗状に薄する撹判的な観点がまた、ウェーバーヘの謬§心を一屡掻き立

てている事鋳も捲接することが鐵来るであろう。しかしまた、第三に、2奪鍵綻

末ロシアのr再資本主義イ雛それ趨体が、グローバジゼーシ翼ンという新たな
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重葬史的状洩の下で起こったことであり、薩欺ではすでにポスト・モダンヘの思

想的趨勢が瞬確になりつつある事構の下で、しかも雛シアではペレスト露イカ

以降いわば「文化的雛馨3として一挙に褒代西欧の諸思想ぶ流入した結果・ウ

ェーバー嚢究の磁場においては（麟、近代西歓合理主義に最するウェーバー

の幾判的な精神にも欝が向けられるようになっている（とくにダヴィードフ

の醗究にはそうした綴藤への養欝がある〉。このこともまた、瑛代ロシアのウ

ェーバー麟究で見落としてはならない特徴の一つである。

　かくして、一方では近代化と毒民歓会化という当聾する露有の課題があり、

そして飽方では睡際的なウェーバー硬究の主要な領海とも交わる透代金運主義

撹覇の観点もまた要請される、こうした二つの課題が縷時に立ち現れ’ている漸に、

今欝のロシアにおけるウェーバー醗究の特徴があるといえるのではあるまいか。

このように見てくるならば、もともと「逝代まという時代に嬉するウェーバー

の態度は、今馨の内外の難究が示しているように、一鰯縄では撰まえきれない

からこそ、ウェーバーヘの関心がいまなお失われないのである蕊近代合瑠性

の麺握をめぐってrアンチノミー的な思想構造ま（W．」．モムゼン）｛鋤を持

つといわれるウェーバーの思想が、上記のような事欝にある現代ロシアではな

おのこと、アクチュアルな、懇懇的難題として受け重められる運露があったのだ

ということが趨来る．まさにこうした意味あいにおいてrロシア思懸史におけ

るウェーバー的幾題≦を縫起していると思われるのが、ユー夢一・ダヴィード

フの羅究である。これまで後回しにしてきた披の醗究を以下では詳しく縷説し

てみようと、馨うが、披のウェーバーとの鐵会い、そしてウェーバーヘの接近の

歩みは、戦後ソ連縫会主義の時代にあって、さながら一つの思想史的ドラマを

形成しているようにも思える。したがって、この点についてもあわせて繧介し

ておこうと患う。これまでも、しばしば雷及してきたように、今縫晃られるロ

シアにおけるFウェーバー・ルネサンスまの堤象は、確かにペレストロイカの

醗始以後顕著な形で現れたことは確かなことであるが．しかし、ここにつなが

るウェーバー新醗究は、それに先立つ2（輝も前、鯵6G年代末一7§年代に「発酵ま
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マックス・ウェーバーとロシア織（小酷定〉

し始めていたからである。（未完〉

　〔欝99年6鰐27嚢饒稿。なお、本稿は懲9？年度文無省在外醸究の成集の一部

である。〕

注

（i〉ネウスィーヒンのウェーバー醗究以後は、われわれはig鱒年代末一3§年代

　　教多めに、：二つの譲文を見るのみである。B．C．Ce餌ε醗，3a艶難餓C9照｛擁蟹醗

　　目聯灘《跳齢縦。》鍵《曜a鵜麟翻㈹》証繊丁翻3蘇a，翫脚輝κ一磁舞錐鑑

　　ig2§，　憾｛題2，　c．238－268．　《重｝．　｝〈3轟ε轟組総，　ρ巳琶麗～麗犀クα葺麗ε2《｝旋｝麗麗醗＆量産3麗《｝，　」賎、，

　　珍3董．いずれも「ブルジョア歴史学淫攻撃の醗始となった墨928年3鷲のマルク

　　ス主義歴史家編会の講議会以後のものであって、2暮年代のウェーバー癖究の最

　　後の余波を示すものといえよう．それと講時に、隠綴的瓢イデオ賞ギー観点溺

　　強く前面に打ち鐵されているのが特鐵である・講者セルゲーエフの講1文は・

　　鰺鍵年代ドイツにおけるrブルジョア的イデオロギ7」のr危機まから、ジム

　　メル、ウェーバー等のダ後会学まが墨てくる響題を譲じたものであ吃後者力

　　ぺ夢ユーシの著書は、カルヴィニズムを初期資本主義のイデオ葺ギーとして捉

　　えて、その政治的及び経済的役翻、壷びにその宗教的数種を論じたものである。

　　カペ夢ユーシの場合、ネウスィーヒンと講じく「マルクスまと縛エーバー」

　　とを気珍ヒさせるという梓羅．みに立つが、ウェーノく一につレ、ては、ネウスィーヒ

　　ンほどの羅鯵下げはみられず、「マルクスの唯勅諭対ウェーバーの観念論」とい

　　う籔式で貫かれている。ウェーバーのrプ・繍に多少とも立ち入ったものと

　　しては、これ1が最後のものとなった。

（2〉　「現代葺シアのウェーバー醗究まという場合、われわ蕊はここでは、さし

　　あた陰欝緯年代後半に始まるペレストロイカ以後の婿究のこどを念頭にお》、て

　　いる。3騨年代一萄年代には、ウエーバー講究は皆無であったと言づてよいが、

　　戦後の5§年代の末になって一つだけ張立した形で論文が鐵ている．藝欧申量受

　　家のア・イ・ダ二一・フの論文r第一次重葬大戦と革命期欝欝一ig欝年におけ
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行政縫会議集　第鐙巻　第2号

るドイツの絡虫主義的潮流書のブルジョア的鰹隻家達」がそれである。A．

鑓．長灘鵬，謎e鰻e鞭e春蝉y無3躍e醒£騨懲《緬ε卿脇翻認轟韓躍翻》暮G

即鍬舖e糊総。魏騨e露盤縄難縦8－i§i§麗醗，飾6霞麗騰齷齷秀麗欝

β証霧，M．，1958，鐸α5，c．雛玉鍍24．　これ、はドイツ蔓i学史の癖1甕分野のものであ

って、ドイツ略露主義涯まの獲史家の申で、ウェーバーが右めていた独麹な

立場に光を当てたものである．そのなかでは、ウェーバーのドイツの内政長生

箆藁と第一次盤舞大戦に薄する懇痩もかな疹諄しく解瞬されていて・ウェーバー

の政治譲畢こ絶するソ連の蘇蓄究では最密のものではあるまいか。この縛蟻のもの

としては、農薬栄えのよ塾譲文であるとの印象を受ける。破の幾のモノグラフ

にも、西洋の初期中量史麟箋の分野のものであるが、ウェーバーも含むドイツ

の歴史学方法論の史的考察が含まれている。　燕、軽．艮醸難撚，恥。碗齷齪

α2躍群絨膨灘〃翻即纏ε2ぴ。罪劔紹傑繕観8鐸躍顔鑑磁εκ鷹鍛醗郷轟麗麗競闘窪

X∫X堀醗磁。　XX紹総，錘．，鯵58、とくに、r鯉籍欝欝鐡．なお、A．擁．ダニ一

旗フは、本稿鱒でも触れたように、謄55年にペトルシェフスキー論を暑いて、

かつてのネウスィーヒン及びコスミンスキーのペトルシェフスキー擁護譲への

撹覇を展開した豊統派の獲史学者であ吟（本稿②、本誌第琵巻第i号、韮3ベ

ージ及び欝3－i誕ベージの灌麟路を参購、露縫年代末一驚年代の「逆灘の

時代には、A．舞．グレーヴィチ（叢．舞．恥脚蟹噂らの中量史学の新しい動き

に鰐して、党のイデオロギー機縫誌ぎコムニスト叢に依って、厳しい投凝を

給びせたことでも知られている。A．翼．∫里躍然導稔，K駐翻欝響酵蟹鞭舗解翻

擁CT（塗幽ec蔓醸騒a￥羅，ノぐ。縦ダ冠轟‘鷹，1§69，｝転5．またig63年にモ馨行された罫ソ

ヴェト歴蔓百科事糞垂第3巻韓蝿3年）湧藪1の罫マックス・ウェーバー3の項

舞の執筆者は後であった。〔〕08ε蝦蟹観解鷹θ輝鷲躍窪蒐鮒解醐。融融鴉M・，

ig63，　τ．3，　c、i7－i8．

　ア・イ・ダニー冒フの、鉦誇譲文は5§年代に繊た鋼外的なものであるが、しか

しそれ以後ペレストロイカが始まる前の鱒一7（｝年代にも．もちろんウェーバー

襲究がまったく無かったというわけではない．しかしこの時簸のもの1嵐鰹か

ひとまとま零の現象として、われわれの鰻に入ってくるものではなかった。と

はいえ、そのことは、この時期の凝究が重要ではなかったということではな

い．6愈一7馨年代のウェーバー籍醗究の胎動については、後輪の中で霧途書及す

ることにしたい。
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マックス・ウェーバーとロシア麟（小島定）

（3〉　本稿｛鶉、本1誌第難巻第三号、慧3一簸4ぺ。一ジ、補涯（2）参蕪。

（魂〉　後の議蒲との経連で、もう一点盤酵換えておけば．箸俸集①に叡録された

　　r職業としての学灘の翻譲考はがイデンコである。緩女の手になる藻譲は、

　　i鱒年に仁オンの猟期1こはじめて掲載され鳥この翻識繍辮つ慧嚥こ

　　ついては次章を参、黙されたい。

（5）　なお、ウェーバーの主著の一つとこれまで考えられてきた一しかし今馨緩

　　際的なウェーバー醸究のレヴェルでは、死後譲蔽されたこの著作の褒打版の購

　　威そのものに、大きな疑問が提示されているのは篶知の通警であるが　　ぎ経

　　済と祇会垂は、これまでの駈まだ全体の形では紹介さ蕊ていな》㌔ウェーバー

　　の駿治講につ雛ても、澤職業としての致治避（漢蝿箸蕪集①湊鍍、翻譲者はへ

　　争、争獺撒欝琶、籔はジムメルの羅究者である。〉と講演蓼祇会主義蓄継a鯉

　　Bε卿，CG難a灘3搬，鐸灘。碗麟鰍釦灘a騒翼難a甦。獅醸。難翼㊥澱e脚註鉄聾ぞ

　　（i§i8罫．〉，羅e欝．B．A．FyT働鴎戯灘灘罵。総8ご鱒～3耀88卿耀繊

　　繊！2，α耀齪薦一縦灘鯉‘麗舞ε鋭癬δ縦耀jggL馨＆2｝c護2磁・〉

　　を線けばまだ翻譲はない．

（6〉　本稿繍、本誌第簸巻第箋号、！謄ページ、及び越2ページ淫繍参蕪。

（7／その惣こ、エル・ぺ・シパーコヴァ縞ぎ論集・マックス・ウェーバr今譲

　　の謹み方叢侮雌曾蟹．費．銭．1撫麗総罐，離齪‘酌6鍬緬醜醐翻櫨塞。ε2露纏

　　c6鐙綴κc灘欝藏，（覆6．，雄§7．〉があるぶ、筆者は未見・

（8〉P臨aP．Ga懸盆・，麺溺．登av卿V，翫臨綴紐駆繊醜漉」轟εr

　　9ε讃齪賜ε犀・鹿ε耀醜1鐡s麟癒a脚」蟻s222論鼠笈灘囎・
　　麹解8ε鋤凝‘卿醒鰍α窟耀喫驚醗継醗ω雛編β～鵜激耀齪醗碗8卿6…

　　ノ雛塑繊麗㈱2醒躍・～・卿灘，醒，鱒8，c菊5．

（9）P舳a駐．G識齢，麺濯．Pav卿V，激紬癬傭晩蜘磁磁」紛一

　　9群擁齪聯ε浮θ漉灘鯉！鋤S戯旗a繊i瓢S2i峨
（搬　ダヴィードフとは麟究分野を異にし、また思想的信条も異なる勝があるとは

　　いえ、ロシア農長吏の大家ヴィクトル・ダニー鴇フがたどつたソ連農艮の集醗

　　建醗究の執購も、瞬じく真摯なソヴェト・インチ夢ゲンツィアが取瞬得たr主

　　体的なゴ醗究の驚の一飼であることを、われわれは最透の奥墾央氏の識稿から

　　伺うことが灘来るように思う．奥懇央「ダ二一皿フ　ヴェ・ぺ韓一謄鱒年代

　　。シア農殿のために屑東京大学鰹済学識梨郷捲第4ゑi鰯年瑚
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行政縫会譲葉　第鴛巻　第2聾

　　醗毅。ダニーロフのソ連農疑受の場合にせよ、われわれのダヴィードフの場

　　含にせよ、とくに6§年代末から驚年代（ブレジネフ鋤のソヴェト・インテジ

　　ゲンツィアが置かれた葬苦難の時期まのことに、あらためて深く想いを到さな

　　くてはならないと思う。

（i舞　ペレスト狐イカの麗始に器たって、ある機会にゴルバチョフはダ建麟と奉

　　音達とがド乗離したまペレスト寂イカ鶴のソ連破会（いわゆる「停海の時代β

　　をr道徳的に不健全な状態達と捲締したことがあるが（そして、ここからr歴

　　史に甕白があってはならない」という議蒲がでてきた／、このとき醤の振導者の

　　そうした発喜ぶ、こうしたr綾雑な心姓∫のなかで苦秘してきたソヴェト・イ

　　ンテ夢ゲンツィアの心にどれほど強く共振するものであったか．と想像するの

　　は筆者だ拶ではあるまい。

（茎2）　その醗鞍が取る方法は、一方では、ウェーバー遜譲の光でもって資シアの繧

　　愛と現代の聡題を浮かび圭がらせ、飽方では逆に．畿褻身のロシア懸想史の醗

　　究と現代βシア縫会認識からウェーバー遷論そのものをも再吟院するという方

　　法である。こうした披の「ウェーバーとロシア」麟題への、いわば爾癒作戦の

　　アプローチが離象的である。その結果・ダヴィードフのウェーバー論には一定

　　の織工ーバー雛肇1まが含まれることにもなる．次章を参照のこと。

（欝／　こうしたわれわれの評懸が当たっているかどうかは、専縄のウェーバー羅究

　　者の判辮を郷がなくてはならな恥。後輪で鞍の醗究を、時に必要琢上にと思わ

　　れ・るほどにこと総かく紹介するのはそうした意麟紅よる。

（iの　甕菜からロシアの醗究者の間には、洋書を私費で購入する習娯というものが

　　そもそも無軽ように思われるのであるが、しかし現窪ではそれの霞密な購入が

　　再議iになったとはいえ、昨今の醗究者の経済状濁をみれば、轟額な麟究書を

　　今私費で購入することなどとても無運な櫨談である、一言つ播くわえておけ

　　ば、筆者が簿98年3薄束から99年i肩までモスクワに潜在して、ダヴィードフ

　　に会った時、ドイツ藷蔽ウェーバー全集を持参して来なかったので、どこかの

　　露書館で見られないかと尋ねたら、鞍は麟ぎし惨しながら、罫ニチェヴォ・ネッ

　　ト」ぜ一難も無いj／と答えたものである．鷺行された全集藪の最密の巻の3

　　分の2が舞本で購入されたという認を馨かされると（難野稔Fドイツの一歴史

　　家の見た馨奉のヴェーバー羅究露思想雲i鵬年6擁号、！33ページ）、これから

　　もロシアのウェーバー醗究の麟に立ちはだかる大きな、そして一しかし、か
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マックス・ウェーバーと質シア麟（小島定〉

　　つてのそれとはまったく盤質の異なる一r新たな」露難のことを思わずには

　　いられない。ちなみに、ダヴィードフの場合は、ドイツ人学者の友人たちの

　　「娯意まに敏姦しているとのことであった。

（i5〉欝98年夏のロシア僉議竜機を契機にして、プ肇マコフ敢権が誕生した時ペ

　　トラコフ、アバルキン等科学アカデミー経済離の罫アカデミーク・グループ墜

　　による経済政策の転換のための緊急提言が当地の新簾ξこ鞍道されたことがある

　　が、そのなかで、駿らは、生産政策の優完、国家による一定の議場趨鱗、ルー

　　ブ肇塔発などの具棒的措置（これをもって披らは罫鮭会的に志晦され・効率的

　　に媛舗された晦場経済への移行モデルまとよんでいる〉を提案するとともに・

　　治シアの慶史と文｛綜に綴差したr国のもっとも豊かな、そして多くの点で

　　ユニークな科学的精神的なポテンシャル」を十分考慮に入れた経済致策を練導

　　一とげる必要盤を強調むた（罫螢渓経済発展の基本方晦三盆夢蝋鰓脚齪耀魯，晦i簿，

　　！5ce欝鱒雛鯵98ゼ．c、8．）．レオニード・アパルキン（羅シア科学アカデミー

　　経済藩究漸漸長〉の場合は、後者の点についてもっとはっき箏と次のように逮

　　べている。合舞、全盤弊麟な発展顛癖を見据えつつ、これを聾シアの特離に

　　結び｛書けた発展戦略と経済モデルの俸威が課題とされているが・そのためには

　　　「蜜3や「癖膚書に器する「集醗主義と共隔姓の精神しそして夢平等や縫会的

　　公藍まに臆する伝統的観念、幌躾を超えた文亀的に普選的な国家姓の形式∫と

　　しての纂シアに独嚢な馨家姓の観念など、一書で言えぱ縁シアのメンタ夢テ

　　ィ」を売分に考露里こ入れる必要がある、と　（」艶鋸職真春継艱難　8醒6ぴβ躍

　　ρ配‘麗，M．簿§8，0．鎗．〉。かつてソ連縫会主義の解体蟻に、いわばソフトラン

　　ディングの経済改輩を主張した（そして当時は数れ去ったわけだが〉アカデミ

　　一の経済学者達が今馨、だイダール＝チュバイス諮線による従来の経済政策を

　　転換させる必要性を語る時、こうしたロシアの伝統的なrメンタ彗テート」の

　　開題を強調しているという事実の中にも、現代犀シア桂会にrウェーバーまを

　　受容する雰露気が一段と広舞i翼に広がっていることが繕えるのではあるまいか。

（iε〉　民主紀と市場経済への移行に繹なって、駆シア縫会が直癒した課題との経連

　　で、ウェーバーのエートス論がいま算シアで港揖されている状溌を紹介した袴

　　縢茂樹氏の鞍告がある。本穗の全体と繋窯させながら、参懇されたい。袴蟹茂

　　樹「ロシアにおける多マックス・ウェーバー・ルネサンス選をめぐって」麺シ

　　ア・東歓学会年率灘第27号、鯵99年縷月。岡融シアにおける桂会・経済的亀
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行政歓会譲葉　簾舞巻　第2号

　　機とマックス・ウエーバーの再評懸ま皆趨修吾編ゼ移行期の冒シア政治選渓水

　　社、欝欝年、所載。なお、ウェーバーの著鐸の冒シア語讃に縣する露題で、民

　　はウェーバー・ロシア革命誌の第二譲文練シアの外見的立憲鱗への移行」も

　　i鱒6年に窪シアで翻訳が鑓額されたと蠢いておられるが（後者の論文、9i－92

　　ベージ）、それが事実とすれば、われわれにとってはきわめて重要な精穀なの

　　で、憶鞍の鐵辮と事実の諄総を瞬らかにしていただきた》、と思う。

〔董7）　また、この煮に麗達して、ウエーバー醗究そのものとはいえないが、ロシア

　　豊教の労鱗論蓬と灘欧のプ冒テスタンティズム壷びにカト婆シズムのそれとの

　　鷺較醗窒を試みたものとして、たとえば、丁．δ．幽艶脇，ご‘窺擢総ε虚磁バ，

　　ゆ齪灘魏蕨醗∂灘綴蹴霧α，砺翻oo脇磁8，κ醗翻繊麗躍，翠鍼κ紹纏雄耀，

　　0脇醜q薪β8縫磁醗醗σ欝醗乱雑3α，M．，鯵94．といったものもある。また、経

　　済思想史の醗究分野でアダム・スミス、ケインズ、そしてセルゲイ・ブルガー

　　コフの経済運論の論饗的基礎について分観した藝．A．マカショーヴァの藩究も

　　漣鐸される。鐘．直．Ma織轡｛｝鍵，3飛縫惚‘κ鰐β‘櫛8嵐3πo紀03躍響。κ確趨8粥澱，

　　θ望ξ芦麗麗　屋ε擁θβ置屋，　茎履賛菱蟹二）鮭，　M．，　i§§3．

（i8〉　　B．3（｝璽6舞）丁，　δ』｝饗灘ごyα∫∂η躍｝δ酎　薙。　鍵。醗。∫簾理　δyκ（｝6短｛）20β窪38麗灘琶躍　‘｛｝8艶麗≦与蓄一

　　船齢纏醗碗醜ε‘鱒～o紹。齢88総，躍3盟醸e瞬齪OTO礫醗鰺．縫．長a欝繊縄簾駐．B．

　　C鑛競，M．，懲蛍．（最密の滋シア語訳はモスクワで欝24年に禰宥／

　　　Cま｛．5y躍鑛囎，φ謝。‘確1醗κ03麓餓磁，M、，欝欝、（漂著は欝i2年鷺行／

　　　o箕鞭，恥望微々θω撚。船2齷齷耀。船2麗，r．1，0鷹灘揮億競君κ酵θ奮

　　灘躍ダ，7㌃2，ご灘鷹罐α即60徽〃紹冠獄駕灘，　1飴2一碧碧　擁、，i§97、

　　（〔二｝醜　メ｛窟βκε離3踊。　産　面8窪諸夏3海y　の原著森まi§態3年畠こ干暴行〉

　　　o翼壌ε，動㍑ゆ君δポ麗αε撫8齪観θ厚遡脚δε06潔餓8ε磯繊麗δ灘鱒8，M．，

　　欝§7、（檬著は緯難年篤行〉

　　　§底臨。耀。蟹麟，伽船εゆ麗麗硲灘α塗θ2醗葦斑斑，縢農翻騨。欝TG灘翼

　　鱒．諺．且紹磁紹琶B、8、C飆飆，擁．，！998．（原著は欝欝年構行〉

（i鶴　本稿韓、奉誌第緯巻第3号、i§2－i63ページ参、鷺M雛£Bε6e夢，民。欝窃鮒購

　　6y蓼》｝多｛ya3猿懸　直ε墾｛｝藍夢3雛盤　建　茎｝〔｝cc舞舞，　蓄麗耳｝（鷺．　｝《．A．，　C麗鐸醜απε餐‘，　i§88，　籔王22，　c．

　　74－9§，　0｝｛）裟e，　貸幾〉εx（擁　茎》（垂cc騰落　疑　薩ce貧烈）敵｝聚。↑｝ポyy縫｝謹。擁a．厳重3継y，　爲ε藝｝ε簸．　K、A、，

　　C齪灘ακ灘ε，姫鱒，晦27，c．29－57．翻諜者のペンネーム、1く．躍．はアレクサ

　　ンドノレ・クスタ登ヨーフであることが、本人の貸から簸透瞬らかにされた．
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　　A護e灘聯Ky備鐸，駐瞭｝陣触。難，羅騨藍灘e膿下灘舗。聯齪6謎顧

　　琶3難xa嚢麟，融6ε麗麗，玉997，豊窃、5，e．欝7．

（2勝　磁擢e，y総3．c醗．，C．鎗6．ここから、レニングラードの大学でも、欝7警年代

　　の初めにウェーバー礒究の一つの核があったことが雄灘される。後注欝も参懲。

（2碁盆呈。墾arδP皇籍es，MaxW鯉ra簸醸駿ss童a，晒潔P躍然，鴨L7漁3」瓢

　　良量｛撫a貰重P墨脚s，欝盆x　We翻e罫駁蟹i盆幾器捻麗墨，擁㍑88魏βo露認ゑβ｛董ゑ亙｛妻55・

（22〉　欧来のウェーバー・ロシア論醗突につ》、ては、すでに我が函ではその書誌学

　　的紹介が小暑修一氏によってなさ蕊ている。小島修一「ウェーバーのロシア華

　　命譲に絶する醗究勧請　　戦後の歓来談蟹と灘シアー」邦訳、マックス・ウ

　　ェーバ一睡シア葦命譲董葺名書渥大学趨版会、婚§8年、ダ解題亜匙を参照

（2帥　したがって、彼のウェーバー像としては、近代紀講者置市疑主義者ウェーバ

　　一という1象が穣iの場合前面豊こ強く押し串される結果ともなる。この点では、ダ

　　ヴィードフの砺究で癌かれるウェーバー繰と昆べると、メドゥシェーフスキー

　　のそれはやや単調なウェーバー豫であるとの驚象を免れないように思う。た

　　だ，ダヴィードフには、ウェーバーの懇懇棒系における大きな往の一つである

　　政治講そのものについての取管維みが欠落している1という、一つの醐題点があ

　　るだけに、メドゥシェーフスキーのウェーバー譲は今馨でも数少ない奏重な政

　　治譲聡究であ吟、覆の醗究はウェーバー政治詮の今霞のPシアにおける麟究水

　　準を示すものと見ておかねばならない．

（2虜　ただし、この点につい七は、若干のコメントを付しておくことが必要であろ

　　う．というのは、瞬見的立憲主軸とい擁護離轍韓もウェーバーの発案

　　になるものではなく、マルクスもすでに健っていた機念であ甑ウェーバーの

　　羅時代のドイツでも盛んに襲われていた矯語である。ウェーバーぶロシア革命

　　論でこの罵語を綻って、i蟹露年壌月覆シア帝蟹第一羅会の擁集の機先を観する

　　形で、招集舞の繭鐵こツァー夢の勅令として公窟された国家基本法とそれに基

　　づく体毒彗を「外見的立憲麟∫と特鐵づ診たときには、ギ糞の意練での」立憲主

　　義ではない、というにとどまらない独特な慧駿合いぶ込められていた。すなわ

　　ち、当縛のウェーバーの葺シア認識では、一方でツァーり官僚灘の新合遷イ絵

　　が進行したということと、今一つ　　これが重要な点であるが一、ツァー餐

　　俸舗の灘の繋外的な醗慮の必要性から、すなわち西欧の金畿資本から莫大な欝

　　款を確保するために，専凝としての本質は変えることなく、この体麟の薄外的

篶i



行政後会論集　第鴛巻　第2号

　　な「鑑電力まを得るいわばその罫手段」として、罫立憲麟」の（S磯磁霧（罫外

　　見ま／を取吟繕う必要があったのだというウェーバーの独特な縫えかたが、この

　　瞬語には込められていたのである（ウェーバーの言う．ロシア専鱗政簸のヂニ

　　重緩簿」政策．鯛えぱ、邦談ウェーバー麺シア革命講理工22ページ、懸粒

　　シア革命譲至鷲8一慧ページ及び鯵ページを参購．この点をわれわれが強調す

　　るのは、と箏わ謬ロシア政鰐の蟹鑑金離資本への対躰的醍癒と経連｛蔀ずてロシ

　　ア露内の政治体薦の特質を疑るウェーバーの観点は、その後も一貫して維持さ

　　れたという事猜があるからである。ウェーバーは、i鱗7年にツァー登奪麟が崩

　　壊した（ウェーバー的に言えばヂ鶴見的立憲麟諄が麟壊した〉後の臨時政府の

　　俸溺についても、護灘講盟羅及び今度は主にアメ費力の銀行家達からr爆罵

　　力」をうる必要があるという、かつてのそれと隅じ観、薫から、この新体灘を

　　確外見的蚕良主主義嵯S漉ε魏透e磁。搬at18と特鍛づけている（この点につ恥て

　　は、邦訳ウェーバー『ロシア革命誌確藤駿の論文陰シアの外見釣銭主主義

　　への移背∫（鴛｝7）浸び罫ロシア輩命と講落覇（i蟹7／を参熊されたい。／．す

　　ぐれてこうした意1象での覆シアの「外見的立憲主義」に絶するウェーバーの

　　特殊な意味付けに対して、メドゥシェーフスキーは特雅な聾心を鉱っている

　　とはいえない。しかしながら、麺方で鞍は「君主達「議会3「政癖官籐舗iと

　　いう三カテゴジーの櫓互関連に観点を据えたウェーバーの政治分断の特徴に

　　ついては、これを的確に撫まえていることも指摘しておかねばならない（⑫

　　の譲文、c．7翻8鋳。メドゥシェーフスキーはそうしたウェーバーの手法に学

　　びながら、ウェーバーぶ綾矯したr外見的立憲主義釜凝念の一般的な再購絞

　　に進んでいったものと思われる。

（25〉　メドゥシェーフスキーに敏れば、「磐見的立憲主義∫とは、鯛定された憲法

　　が「歓会∫による「国家」の統麟（ヂ祇会的統灘ま〉の道具とはならずに、疑威

　　の（吉典的な醤歓喪主主義羅家の／立憲的体麟を形式、駈摸倣して、実燦には転

　　統的権力の覆い手を至当達する手段となっている棒麟のことである。その意喋

　　でr新しい（憲法的＝法治的〉政治的形式と古》・（絶藩主義的澱嚢主主義的〉

　　政治的内容とのある種のハイブワッ瞬であるとされている．A．9．越蟹y一

　　齪奮遭繍，翫餌a蹴欄躍敷G欝欝y㈱職麟？C㈱鰯～醜εcκ麗館co擁耀一

　　絃鉦窟，　ig94，　翼α2，　c．7i－72．

（26〉擁．翼．OC脚轡。翻，灘欝耀燃犀麗麗。葦醗鮒εご紀麗ε醗躍麗，羅．，1927一
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　　ig3（），ぞ、i－2．

（27）　　査．藝．　Me喪y撫e馨建濃癖，　声嚢囑。πβα麗麗身　琶　α8磁｛増麗解α〃羅3説’　ρoα鷹麿εκ迎鐘　κご）疲｝麗盤一

　　腕鱗翻羅鶴躍6脚結醗農齪罐脚耀κ灘8ε，醒，懲鰍C謹鍛

（28〉A．鰹．Me灘腿e§c蹴，翫脚卿解ε耀ω聯ノ鐙～灘，M．，ig93、

（29〉i髄§一驚年代のレニングラード大学には、モスクワのダヴィードフ、がイデ

　　ンコとはまた一株1違うウェーバー暴究があったことが推灘される。例えば、iナ

　　ーマ・デヴャートコヴァ、エル・べ・シパーコヴァといった人たちの醗究であ

　　る。管見の酸鯵では下記の文蔽がある。欝躍翻鼠長e畷蟹認a，M餓。襲6鐸

　　襲職鞭灘3鷹脚継a羅窃懸灘GC蹴，翫灘齪4欝ほg68，懸・3，酸乳。・

　　i2742§．饒雄e，漉κo難解雄εκ灘繊撹窃齢～灘鰻θε卿亀勘醗凝望8ε一

　　纏餓、跡，護．，ig69．o無a翫e，r　麟灘3蹴。灘騨鰍弾む嚢。む㈱謝醸

　　欝畷a　X蟹一聡警a轟a　XX　B．，＆躍鍵齪プ罫yl　c囎醜3κ磯君海雛鑓，垂齠ρω舞麗

　　登離郷紹，鴛簿，隔23．なお、｝一マ’デヴャートコヴァはぎソヴェト大百科

　　事典垂第3藪のfウェーバーンの環響の執筆者である。δC③3碧ε齪δ”

　　董鰭，τ．4，c．驚3H§32．P．“、麗濾紹3，瓦Bコ羅郷浦風雁銀e聲・

　　舗麗。脳e韓co駅騒ε麗鱒y躍翼3灘。畷舗㈱灘（§躍搬潔灘e鰹e幽茎灘…

　　灘y聯鎌e麟，翫耀齪」罫y，馨罎，獅3，c．76－87・賛意臨騰織

　　K麟灘欝騨x躍3湘↑贈。繍G羅ε欝暮a，8螺蹴那yl晦23jg74，c・

　　75一麗．レニングラードを舞台にした今欝のウェーバー醗甕の中心メンバーは、

　　シパーコヴァであろう。

（3饒　麟溢｛2／で触れたA・鑓・ダ二一ロフの麟究や上寵蓼ストにみられるヴィノグ

　　ラードフの論文（文隷鯵〉などを含めて考えると、まだわれわれの講査が行き

　　麗恥て恥ない点もあるが、醸ソ連縛代からドイツ史学史に饗する…達の醗究の

　　流れがあ箏そうである。パートルシェフの醗究はこうした滴れから鐵てきたウ

　　エーバー譲であると考えられる．

（鋤　本書の本棒部分の執筆年時と鐵蔽年時とに旛当なずれがあり、この点を考鷹

　　すると、本書が本文で違べたような印象を与える運塗の一つが運解できる。し

　　たがって、一見われわれに懇懇的な葎象を与える表題「ウェーバーの麟魔徳化

　　した盤雰∫というのも一近年西歎のウェーバー醗究の大きな流れになってきた

　　近代撹鱗のウェーバー像というのではなくてr実質的には、躍来の伝統的

　　なソヴェト史学に特有なドグマからの解敏というほどの意嫁なのであって・
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　　それ以上の意駿を難待すると裏燐られることにもなる。

（32〉Wo茎鞍簸琶」、醗OR灘s艦，跳εP幽魂裁鋸S確詮∬㍑岬摩離礁　椀加勉

　　Po至重鯉敷ess，欝総．たとえば、β．鍵f．を参難。
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